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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
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【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化２８２】

 
の化合物またはその薬学的に許容される塩(式中、
　アステリスクを付された位置に示されている立体化学的配置は、絶対立体化学を示し、
　Ｙは、－Ｏ－、－ＣＨ２－、または－Ｎ（Ｈ）－であり、
　Ｒａは、水素、フルオロ、－ＮＨ２、またはヒドロキシルであり、
　Ｒａ’は、水素またはフルオロであるが、ただし、Ｒａが－ＮＨ２またはヒドロキシル
である場合、Ｒａ’は、水素であり、
　Ｒｂは、水素または－Ｃ（Ｏ）－Ｒｂｘであり、
　Ｒｂｘは、Ｃ１～４アルキル、－ＣＨ（Ｒｂｙ）－ＮＨ２、ピロリジニル、または－Ｌ

ｂ－ＯＰＯ３Ｈ２であり、
　Ｒｂｙは、ヒドロキシル、フェニル、フェノリル、イミダゾリル、カルボキシル、アミ
ノ、グアニジノ、－ＳＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、またはインドリルで任意に置換されて
いるＣ１～４アルキルであり、
　Ｌｂは、Ｃ１～４アルキレン、－（ＣＨ２）ｎ１－フェニレン－（ＣＨ２）ｎ２－から
選択される二価リンカーであり、ｎ１が０または１であり、ｎ２が１または２であり、
　Ｒｃは、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｄは、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｘ１は、Ｃ（Ｈ）、Ｃ（Ｆ）、またはＮであり、
　Ｘ２は、ＳまたはＯであり、
　Ｘ３は、Ｃ（Ｒｘ３）またはＮであり、
　Ｒｘ３は、水素、メチル、またはハロゲンであり、
　Ｚ１は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｒｚ３、－Ｓ－Ｒｚ３、－Ｓ（Ｏ）－Ｒｚ３、また
は－Ｓ（Ｏ）２－Ｒｚ３であり、
　Ｒｚ３は、任意に置換されているフェニル、任意に置換されている５～７員脂環族、任
意に置換されている５～７員ヘテロシクリル、または任意に置換されているＣ１～４脂肪
族であり、
　Ｚ２が水素またはメチルである場合、Ｚ１は、水素、ハロゲン、メチル、またはシアノ



(3) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

ではなく、
　（ａ）Ｚ２は、１～２個のヘテロ原子を有する任意に置換されている５～７員ヘテロシ
クリルまたは任意に置換されている５～７員脂環族を有する環系であって、該１～２個の
ヘテロ原子を有する任意に置換されている５～７員ヘテロシクリルまたは任意に置換され
ている５～７員脂環族が、
　　（ｉ）任意に置換されている５員ヘテロアリール、または任意に置換されている６員
アリールもしくはヘテロアリールに縮合して二環式基を形成しているか、または
　　（ｉｉ）任意に置換されている９員ヘテロアリール、または任意に置換されている１
０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して三環式基を形成している、
環系であるか、
あるいは
　（ｂ）Ｚ２は、Ｌ－Ｒｅであり、Ｌは、－Ｌ１－、－Ｖ１－Ｌ２－、または－Ｌ１－Ｖ

１－Ｌ２－であり、
　Ｌ１は、Ｃ１～３アルキレン鎖であり、この場合、１または２個の飽和炭素原子は、（
Ｒｆ）（Ｒｆ’）によって任意に置換されており、
　各Ｒｆは独立して、水素、ヒドロキシル、－Ｎ（Ｒｈ）（Ｒｈ’）、ヒドロキシル、－
ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任意に置換されているＣ１～４脂肪族、ヒドロキシ
ル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
であるか、または、Ｒｆ’及びそれらが結合している炭素原子と一緒に、Ｃ＝ＣＨ２、ま
たは３～６員炭素環、または４～６員複素環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４ア
ルキル化されていてもよい）、Ｏ、もしくはＳから選択される1個のヘテロ原子を含み、
前記ヘテロ原子が任意に、前記複素環の第四級炭素に直接隣接して位置している、前記４
～６員複素環を形成しており、
　各Ｒｆ’は独立して、水素、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任
意に置換されているＣ１～４脂肪族、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピ
ルで任意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族であるか、または、Ｒｆ及びそれらが結
合している炭素原子と一緒に、Ｃ＝ＣＨ２、または３～６員炭素環、または４～６員複素
環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４アルキル化されていてもよい）、Ｏ、もしく
はＳから選択される1個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子が任意に、前記複素環の第
四級炭素に直接隣接して位置している、前記４～６員複素環を形成しており、Ｒｆがヒド
ロキシルである場合、Ｒｆ’は、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、またはシクロプロピルで任
意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族ではなく、
　Ｒｈ及びＲｈ’はそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｖ１は、－Ｓ－、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、または－Ｎ
（Ｒｇ）－であり、
　Ｌ２は、Ｃ０～２アルキレン鎖であり、１個の飽和炭素原子が、（Ｒｆ）（Ｒｆ’）に
よって任意に置換されており、
　Ｒｇは、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　（ｉ）Ｒｅは、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または任意に置換されてい
るＣ１～４脂肪族であるが、ただし、Ｒｆ及びＲｆ’が存在して環を形成している場合、
Ｒｅは、水素ではないか、
　または（ｉｉ）Ｒｅは、任意に置換されている６員アリール、任意に置換されている５
～６員ヘテロアリール、任意に置換されている３～７員脂環族、または任意に置換されて
いる４～７員ヘテロシクリルから選択される環であって、該環は、任意に置換されている
６員アリール、任意に置換されている５～６員ヘテロアリール、任意に置換されている３
～７員脂環族、または任意に置換されている４～７員ヘテロシクリルに任意で縮合してい
る、環であるか、
あるいは
　（ｃ）Ｚ２は、水素である）。
【請求項２】
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　（ａ）Ｚ２が、１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリルまたは５～７員
脂環族を有する環系であって、該１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリル
または５～７員脂環族が、
　（ｉ）５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して二
環式基を形成しているか、または
　（ｉｉ）９員ヘテロアリール、または１０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合し
て三環式基を形成している、
環系であり、
　前記環系が、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂
肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－
Ｓ－Ｃ１～４脂肪族、－Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ
ｚ８、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
ｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）
Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２

－Ｒｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または４～６員ヘ
テロシクリルで任意に置換されており、かつ前記環系が、１個の飽和炭素において、オキ
ソ、スピロ環式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置換されてお
り、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２が、Ｃ１～２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２

Ｒｚ７、もしくは－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２であるか、または
　（ｂ）Ｚ２が、Ｌ－Ｒｅであり、
　（ｉ）Ｒｅが、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または1個もしくは複数個
のヒドロキシル、ハロゲン、もしくはＣ１～４脂肪族で任意に置換されているＣ１～４脂
肪族であるが、ただし、Ｒｆ及びＲｆ’が存在して環を形成している場合、Ｒｅは、水素
ではないか、
　または（ｉｉ）Ｒｅが、６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、ま
たは４～７員ヘテロシクリルから選択される環であって、該環は、６員アリール、５～６
員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘテロシクリルに任意で縮合してい
る、環であり、Ｒｅが、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ

１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコ
キシ、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族、Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ
）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ
（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ

７）Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、
Ｔ２－Ｒｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または４～６
員ヘテロシクリルで任意に置換されており、かつ１個の飽和炭素において、オキソ、スピ
ロ環式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置換されており、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２が、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－
Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２である、請求項１に記載の化合物ま
たはその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　Ｌが、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ
）－、－Ｃ（＝ＣＨ２）－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｃ（＝ＣＨ２）－、－Ｃ（Ｒｆ）
（Ｒｆ’）－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｏ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｓ－
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、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｎ（Ｒｇ）－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｎ（Ｒｇ）－ＣＨ

２－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－ＣＨ２－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－ＣＨ２－ＣＨ２－
、または－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－である、請求項１または請求項２に記載の
化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　Ｚ１が、水素、ハロゲン、シアノ、Ｒｚ３、－Ｓ－Ｒｚ３、－Ｓ（Ｏ）－Ｒｚ３、また
は－Ｓ（Ｏ）２－Ｒｚ３であり、
　Ｒｚ３が、フェニル、５～７員脂環族、５～７員ヘテロシクリル、またはＣ１～４脂肪
族であり、それらのいずれも、独立して選択される１個または複数個のＲｚ４で置換され
ていてよく、
　Ｒｚ４が、ヒドロキシル、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪
族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ５）２、－Ｃ（Ｏ）
Ｒｚ６、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ５、５－もしくは６員脂環族もしくはヘテロシクリル、または
独立して選択される１個または複数個のハロゲンで任意に置換されているフェニルであり
、
　存在するＲｚ５がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ６がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルである、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項５】
　Ｚ１が、水素、ハロゲン、シアノ、独立して選択される１個または複数個のハロゲンで
任意に置換されているフェニル、６員アリールに任意で縮合している５～７員脂環族もし
くはヘテロシクリル（６員アリールに任意で縮合している前記５～７員脂環族もしくはヘ
テロシクリルは、独立して選択される１個または複数個のハロゲンで任意に置換されてい
る）、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、または1個もしくは複数個のヒドロキシル、Ｃ１～４ア
ルコキシ、独立して選択されるもう１個のハロゲンで任意に置換されているフェニル、５
－もしくは６員脂環族、５－もしくは６員ヘテロシクリル、もしくは－Ｎ（Ｒｚ５）２で
任意に置換されているＣ１～４脂肪族基である、請求項４に記載の化合物またはその薬学
的に許容される塩。
【請求項６】
　Ｚ２が、１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリルまたは５～７員脂環族
を有する環系であって、該１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリルまたは
５～７員脂環族が、
　（ｉ）５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して二
環式基を形成しているか、または
　（ｉｉ）９員ヘテロアリール、または１０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合し
て三環式基を形成している、
環系であり、
　前記環系が、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂
肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、Ｓ
－Ｃ１～４脂肪族、Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８

、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（
Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２－Ｒ
ｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、またはヘテロシクリル
で任意に置換されており、かつ前記環系が、１個の飽和炭素において、オキソ、スピロ環
式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置換されており、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２が、Ｃ１～２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２
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Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２である、請求項２～５のいずれか一項に記載の
化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項７】
　Ｚ２が、５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリール環に縮合し
て二環式基を形成している、１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリルまた
は５～７員脂環族であり、前記環系が、請求項６で定義されるとおりに任意で置換されて
いる、請求項６に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項８】
　Ｚ２が、６員ヘテロシクリルであり、前記ヘテロシクリルが１個のＮまたはＯ原子を含
有し、６員アリールまたはヘテロアリール環に縮合して二環式基を形成しており、前記環
系が、請求項７で定義されるとおりに任意で置換されている、請求項７に記載の化合物ま
たはその薬学的に許容される塩。
【請求項９】
　前記化合物が、式（Ｖ）：　

【化２８３】

 
の化合物である、請求項６に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩（式中、
　ｍは、０、１、または２であり、
　Ｘ４は、Ｓ、Ｏ、またはＮ（Ｒｎ４）であり、
　Ｘ５は、Ｏ、Ｃ（Ｏ）、またはＣ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、Ｘ４がＮ（Ｒｎ４）
またはＳである場合、Ｘ５は、Ｏではなく、
　Ｒｎ４は、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｘ５は、水素、フルオロ、ヒドロキシル、またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｘ５’は、水素、フルオロ、またはＣ１～４アルキルであり、Ｒｘ５がヒドロキシル
である場合、Ｒｘ５’は、フルオロではないか、
　またはＲｘ５及びＲｘ５’は、それらが結合している炭素原子と一緒になって、スピロ
環式３～６員炭素環、または１個のみのヘテロ原子を含むスピロ環式４～６員複素環を形
成しており、前記ヘテロ原子は、Ｏ、Ｎ、またはＳから選択され、
　破線は、単結合または二重結合を示し、
　環Ａは、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族
、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－Ｓ－
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Ｃ１～４脂肪族、－Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８

、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（
Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２－Ｒ
ｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または４～６員ヘテロ
シクリルで任意に置換されている縮合５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくは
ヘテロアリールであり、
　Ｔ２は、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９は、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２

Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２であり、
　Ｒｋは、水素またはメチルである）。
【請求項１０】
　前記化合物が、式（ＶＩ）：　
【化２８４】

 
の化合物である、請求項９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩（式中、
　ｍは、１または２であり、
　Ｘ６は、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ６’は、ＮまたはＣ（Ｒｘ６’）であり、
　Ｒｘ６、Ｒｘ６’、Ｒｊ、及びＲｍのそれぞれは独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキ
シル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～

４フルオロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２ＮＲｚ７、３～６員
脂環族、または４～６員ヘテロシクリルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｘ６’、Ｒｊ及びＲｍの少なくとも１個は、水素である）。
【請求項１１】
　ｍが、１であり、
　Ｘ５が、ＣＨ２であり、
　Ｒｎ４が、水素またはメチルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｘ６’、Ｒｊ、及びＲｍのそれぞれが独立して、水素、クロロ、フルオロ、
ブロモ、ヨード、メチル、エチル、イソプロピル、シアノ、シクロプロピル、ＣＦ３、－
ＯＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＨ３、または－Ｃ≡ＣＨであり、
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　Ｒｘ６、Ｒｘ７、Ｒｊ、及びＲｍの少なくとも１個が、水素である、請求項１０に記載
の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１２】
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｈ）であり、
　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｘ６’が、Ｃ（Ｈ）であり、
　Ｒｍが、水素、フルオロ、またはクロロであり、
　Ｒｊが、メチル、エチル、イソプロピル、水素、フルオロ、クロロ、ブロモ、シクロプ
ロピル、－Ｃ≡ＣＨ、または－ＣＦ３である、請求項１０または１１に記載の化合物また
はその薬学的に許容される塩。
【請求項１３】
　前記化合物が、式（ＶＩａ）または（ＶＩｂ）：
【化２８５】

 
の化合物である、請求項１０～１２のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許
容される塩。
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【請求項１４】
　Ｚ２が、
【化２８６】

 
であり、式中、
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｒｎ４）であり、
　Ｘ５が、Ｃ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、
　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ７が、ＯまたはＳであり、
　Ｘ８が、ＳまたはＮ（Ｈ）であり、
　Ｒｘ６及びＲｊがそれぞれ独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～

４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ
、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ
（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２Ｎ（Ｒｚ７）２、３～６員脂環族、または
４～６員ヘテロシクリルである、請求項９に記載の化合物またはその薬学的に許容される
塩。
【請求項１５】
　Ｚ２が、

【化２８７】

であり、式中、
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｒｎ４）であり、
　Ｘ５が、Ｃ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、
　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ６’が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　各Ｒｘ６、Ｒｊ、及びＲｍが独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１

～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキ
シ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２
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Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２Ｎ（Ｒｚ７）２、３～６員脂環族、また
は４～６員ヘテロシクリルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｊ、またはＲｍの少なくとも１個が、水素である、請求項９に記載の化合物
またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１６】
　Ｚ２が、
【化２８８】

 
であり、
　Ｘ５が、Ｃ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、
　Ｒｘ５及びＲｘ５’が独立して、水素またはフルオロであるか、またはそれらが結合し
ている炭素と一緒に、シクロプロピル環を形成しており、
　Ｒｊが、水素、クロロ、フルオロ、ブロモ、メチル、エチル、イソプロピル、シアノ、
シクロプロピル、ＣＦ３、－ＯＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＨ３、または－Ｃ≡ＣＨであり、
　Ｒｍが、水素、フルオロ、またはクロロである、請求項９に記載の化合物またはその薬
学的に許容される塩。
【請求項１７】
　Ｚ２が、

【化２８９】
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であり、
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｒｎ４）であり、
　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ６’が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｒｎ４が、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｊ、またはＲｍのそれぞれが独立して、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、
Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアル
コキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２ＮＲｚ７、３～６員脂環族、または
４～６員ヘテロシクリルである、請求項９に記載の化合物またはその薬学的に許容される
塩。
【請求項１８】
　Ｚ２がＬ－Ｒｅである、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的
に許容される塩。
【請求項１９】
　Ｌが、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）
－Ｏ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｓ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｎ（Ｒｇ）－、－Ｃ
（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－ＣＨ２－、または－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｃ≡Ｃ－である、請求
項１８に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２０】
　前記化合物が、式（ＶＩＩＩ）：

【化２９０】

 
の化合物である、請求項１８または１９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩
。
【請求項２１】
　Ｒｅが、３～７員脂環族または４～７員ヘテロシクリルから選択される環であって、該
環は、６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘテロ
シクリルに任意で縮合していて、かつ独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル
、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フ
ルオロアルコキシ、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族、Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）

２、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、
－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２

、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ
）ＯＲｚ８、Ｔ２－Ｒｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、
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または４～６員ヘテロシクリルによって任意に置換されていて、かつ１個の飽和炭素にお
いて、オキソ、スピロ環式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置
換されている、環であり、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２が、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２

Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２である、請求項１８～２０のいずれか一項に記
載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２２】
　各Ｒｆが独立して、水素、ヒドロキシル、Ｎ（Ｒｈ）（Ｒｈ’）、Ｃ１～４アルコキシ
、シクロプロピル、またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３で任意に置換されているＣ１

～４アルキルであり、
　各Ｒｆ’が独立して、水素、シクロプロピル、またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３

で任意に置換されているＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｅが、５～７員脂環族環または１個のみのヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリ
ルであり、前記環が、請求項１８～２１のいずれか一項で定義されるとおりに任意で置換
されている、請求項１８～２１のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容さ
れる塩。
【請求項２３】
　Ｒｅが、

【化２９１】

 
【化２９２】

 
であり、式中、
　破線が、単結合または二重結合を示し、
　Ｅ１が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｅ２が、Ｏ、Ｓ、またはＣＨ２であり、
　Ｅ３が、Ｏ、Ｓ、Ｎ（Ｒｅ３）、またはＣ（Ｈ）（Ｒｅ３）であり、
　Ｅ３’が、Ｏ、Ｎ（Ｒｅ３）、またはＣ（Ｈ）（Ｒｅ３）であり、
　Ｒｅ１及びＲｅ１’がそれぞれ独立して、水素またはフルオロであり、
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　Ｒｅ２が、水素またはメチルであり、
　Ｒｅ３が、水素またはメチルである、請求項１８～２２のいずれか一項に記載の化合物
またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２４】
　Ｒｆ及びＲｆ’がそれぞれ独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、もしくはシクロプロピ
ルであるか、または一緒になって、＝ＣＨ２を形成しており、
　Ｒｅが、６員アリールまたは５～６員ヘテロアリールから選択される環であって、該環
は、６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘテロシ
クリルに任意で縮合していて、かつ独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、
シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フル
オロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、
－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２ＮＲｚ７、または３～６員
脂環族もしくは４～６員ヘテロシクリルで任意に置換されている、環である、請求項２０
に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２５】
　Ｒｆが、水素、ヒドロキシル、Ｎ（Ｒｈ）（Ｒｈ’）、－ＯＣＨ３、シクロプロピル、
またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３で任意に置換されているＣ１～４脂肪族であり、
　Ｒｆ’が、水素、シクロプロピル、またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３で任意に置
換されているＣ１～４脂肪族であるか、または、それらが結合している炭素原子、Ｒｆ、

及びＲｆ’と一緒になって、４～６員複素環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４ア
ルキル化されていてよい）、Ｏ、またはＳから選択される１個のヘテロ原子を含み、前記
ヘテロ原子が任意に、複素環の第四級炭
素に直接隣接して位置している、前記４～６員複素環を形成しており、
　Ｒｆ及びＲｆ’　の少なくとも１個が、少なくとも１個のヘテロ原子を含み、
　Ｒｅが、６員アリールまたは５～６員ヘテロアリールから選択される環であって、該環
は、６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘテロシ
クリルに任意で縮合していて、かつ1個または複数個のハロゲン、独立して存在する１～
３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１

～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７

、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－Ｃ
Ｈ２ＮＲｚ７、３～６員脂環族、もしくは４～６員ヘテロシクリルで任意に置換されてい
るＣ１～４脂肪族で任意に置換されている、環である、請求項２０に記載の化合物または
その薬学的に許容される塩。
【請求項２６】
　Ｒｅが、６員アリールまたは５～６員ヘテロアリールから選択される環であって、該環
は、独立して存在する１～３のクロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、メチル、エチル、シ
アノ、シクロプロピル、ＣＦ３、－ＯＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＨ３、または－Ｃ≡ＣＨで任
意に置換されている、環である、請求項１８～２０または２４～２５のいずれか一項に記
載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２７】
　Ｒｅが、
【化２９３】
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であり、
　Ｅ４が、ＳまたはＯであり、
　Ｅ５が、ＮまたはＣ（Ｒｅ５）であり、
　Ｅ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｒｅ４が、水素、メチル、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、シアノ、または－ＣＦ

３であり、
　Ｒｅ５が、水素またはハロゲンである、請求項１８～２０または２４～２６のいずれか
一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２８】
　Ｒｅが、
【化２９４】

 
であり、
　Ｅ５が、ＮまたはＣ（Ｒｅ５）であり、
　Ｅ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｒｅ５、Ｒｅ６、Ｒｅ７、及びＲｅ８のそれぞれが独立して、水素、ハロゲン、メチル
、エチル、イソプロピル、－ＯＣＨ３、－ＣＦ３、または－Ｃ≡ＣＨであり、
　Ｒｅ５、Ｒｅ６、Ｒｅ７、及びＲｅ８の少なくとも２個が、水素である、請求項１８～
２０または２４～２６のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２９】
　Ｒｅが、

【化２９５】

 
であり、
　Ｅ５が、ＮまたはＣ（Ｒｅ５）であり、
　Ｅ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｒｅ５が、水素、ハロゲン、メチル、－ＯＣＨ３、－ＣＦ３、または－Ｃ≡ＣＨであり
、
　Ｒｅ６が、水素、フルオロ、またはクロロであり、
　Ｒｅ７が、水素、フルオロ、またはクロロであり、
　Ｒｅ８が、水素、ハロゲン、メチル、－ＯＣＨ３、またはシアノであり、
　Ｒｅ６、Ｒｅ７、及びＲｅ８の少なくとも１個が、水素である、請求項１８～２０また
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は２４～２６のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３０】
　前記化合物が、式（ＶＩＩＩａ）または（ＶＩＩＩｂ）：　
【化２９６】

 
の化合物である、請求項２８または２９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩
。
【請求項３１】
　Ｒｅが、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または1個もしくは複数個のヒド
ロキシル、ハロゲン、もしくはＣ１～４アルキルで任意に置換されているＣ１～４アルキ
ルである、請求項１８～２０のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容され
る塩。
【請求項３２】
　Ｚ１が、水素、ハロゲン、シアノ、または1個もしくは複数個のヒドロキシル、Ｃ１～

４アルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ５）２、もしくはもう独立して選択される１個のハロゲンで任
意に置換されているフェニルで任意に置換されているＣ１～４脂肪族であり、
　存在するＲｚ５がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルである、請求項１～
３１のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３３】
　Ｚ１が、水素、クロロ、またはメチルである、請求項１～３２のいずれか一項に記載の



(16) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３４】
　Ｚ２が水素である、請求項５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３５】
　Ｒｂが、水素である、請求項１～３４のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的
に許容される塩。
【請求項３６】
　Ｒｂが、－Ｃ（Ｏ）－Ｒｂｘであり、
　Ｒｂｘが、Ｃ１～４アルキル、－ＣＨ（Ｒｂｙ）－ＮＨ２、ピロリジニル、または－Ｌ

ｂ－ＯＰＯ３Ｈ２であり、
　Ｒｂｙが、ヒドロキシル、フェニル、フェノリル、イミダゾリル、カルボキシル、アミ
ノ、グアニジノ、－ＳＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、またはインドリルで任意に置換されて
いるＣ１～４アルキルであり、
　Ｌｂが、Ｃ１～４アルキレン、－（ＣＨ２）ｎ１－フェニレン－（ＣＨ２）ｎ２－から
選択される二価リンカーであり、ｎ１が０または１であり、ｎ２が１または２である、請
求項１～３４のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３７】
　下記：
　Ｙが、－Ｏ－である、
　Ｒａが、水素である、
　Ｒａ’が、水素である、
　Ｒｃが、水素である、
　Ｘ１が、Ｎである、
　Ｒｄが、水素である、または
　Ｘ３が、Ｃ（Ｈ）である
の少なくとも１つが当てはまる、請求項１～３６のいずれか一項に記載の化合物またはそ
の薬学的に許容される塩。
【請求項３８】
　前記化合物が、
　［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（６－ブロモ
ピリジン－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（６－ブロモピ
リジン－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（６－クロロピ
リジン－２－イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（６－クロロピ
リジン－２－イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－ブロモフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－ブロモフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２



(17) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（メトキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（メトキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－アミノ－１－（
３－クロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－アミノ－１－（
３－クロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル2
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（６－ブロモピ
リジン－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（６－ブロモピ
リジン－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－アミノ－１－（３－ク
ロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－アミノ－１－（３－ク
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ロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（６－ブロモピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（６－ブロモピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（５－ブロモ－２－フルオロ
フェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（５－ブロモ－２－フルオロ
フェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（５－クロロ－２－フリル）
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（５－クロロ－２－フリル）
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－ブロモフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－ブロモフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－ブロモフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－ブロモフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（６－クロロピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（６－クロロピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２，３－ジヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－アミノ－１－（
３－ブロモフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－アミノ－１－（
３－ブロモフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）スル
フィニル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）スル
フィニル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（６－クロロピリジン－２－
イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（６－クロロピリジン－２－
イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル）
－１－ヒドロキシエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル）
－１－ヒドロキシエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
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ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフ
ェニル）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフ
ェニル）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－フェ
ニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－フェ
ニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－クロロベンジル）－５－メチル－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－ブロモベンジル）－５－メチル－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－（ヒドロ
キシメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４－ヨード－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－ブロモ－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－（３－クロロベンジル）－５－［（２Ｓ
）－テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－（３－クロロベンジル）－５－［（２Ｒ
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）－テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒド
ロキシ）メチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシ
クロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒド
ロキシ）メチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシ
クロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－（メトキ
シメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロ
キシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－メチル－４－（３－メ
チルベンジル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－ブロモピリジン－２－イル）メ
チル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（メ
チルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－
２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（メ
チルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－
２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（５－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（５－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１，３－ジヒドロキシプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１，３－ジヒドロキシプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（シ
クロプロピル）ヒドロキシメチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（シ
クロプロピル）ヒドロキシメチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－ブロモピリジン－２－イル）メ
チル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシ
シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（６－ブロモピリジン
－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（６－ブロモピリジン
－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－クロロ－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－ヒドロキシ（フ
ェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－ヒドロキシ（フ
ェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（３－メチルベンジル）
－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－１－ヒドロ
キシ－１－フェニルエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－１－ヒドロ
キシ－１－フェニルエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－メチルベンジル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロ－４－フルオロベンジル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－ヨードベンジル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（５－クロロ－
２－メトキシフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（５－クロロ－
２－メトキシフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－ブロモベンジル）－５－メチ
ル－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－メ
チル－４－（３－メチルベンジル）－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シ
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クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５－クロロ－２－フリル）メチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（２Ｒ）－２－（３－ク
ロロフェニル）オキセタン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（２Ｓ）－２－（３－ク
ロロフェニル）オキセタン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（Ｒ）
－フェニルスルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（Ｓ）
－フェニルスルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（５－メチル－４－｛（Ｒ）
－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル
］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（５－メチル－４－｛（Ｓ）
－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル
］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－エチニルベンジル）－２－チエニ
ル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－クロロピリジン－２－イル）メ
チル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシ
シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－クロロ－４－（３－クロロベンジル）－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－ブロモフェニル）（メ
トキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－ブロモフェニル）（メ
トキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－クロロベンジル）－５－メチ
ル－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－ク
ロロ－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２，３－ジヒドロ
キシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－（３－クロロベンジル）－５－［（ジメ
チルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－
２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４－
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メチル－１Ｈ－ピラゾール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－クロロベンジル）－２－フロイル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－メトキシフェ
ノキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［３－（メチルスルフ
ァニル）ベンジル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－（３－ブロモベンジル）－２－フロイル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－クロロ－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロ－２－フルオロベンジル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－ヒドロキシ（２
－メトキシフェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－ヒドロキシ（２
－メトキシフェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（２－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（２－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（５－ベンジル－２－フロイル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンジル－２－チエニル）カルボニル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－フルオロ
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）（メトキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）（メトキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（フェノキシメチル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチル
スルファマート、
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｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－ピロロ［２，
３－ｂ］ピリジン－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－（３－クロロベンジル）－２－フロイル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）スルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）スルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）（メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）（メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンジル－５－クロロ－２－チエニル）
カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－フルオロベンジル）－２－チエニ
ル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－ブロモフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－
（３－ヨードベンジル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［１－（３－クロロフェニル）ビニル］
－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－３－フルオロ－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（５－クロロ－
２－チエニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（５－クロロ－
２－チエニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，４－ジクロロベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル
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｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（３－メチル－１Ｈ
－インドール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－フェ
ニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－フェ
ニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（３－クロロベンジル）－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（２－フェニルエチル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－メチル－４－（１Ｈ－
ピラゾール－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）ア
ミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－（テトラ
ヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－エチルベンジル）－５－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－クロロ－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［３－（ジフルオロメトキシ）ベンジル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシク
ロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－インドール－
１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－ベンジル－２－チエニル）カルボ
ニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（シクロヘキサ－１－
エン－１－イル）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（シクロヘキサ－１－
エン－１－イル）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－ブロモ－４－（３－クロロベンジル）－
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２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［５－（トリフルオ
ロメチル）－２－フリル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル
｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－クロロフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（２Ｓ
）－２－フェニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（２Ｒ
）－２－フェニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－クロロ－４－｛（Ｒ）－［３－（トリフ
ルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４
－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－クロロ－４－｛（Ｓ）－［３－（トリフ
ルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４
－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－メトキシベンジ
ル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－シアノフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－クロロ－１Ｈ－インドール－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（６－メトキシ－２
，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（５－ベンジル－２－フロイル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－シアノ－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－クロロフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［４－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリ
ミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－メチルフェノ
キシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（６－メチル－１Ｈ
－インドール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－｛［５－（５－フェニル－
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２－フロイル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シ－２－フェニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シ－２－フェニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－メチル－４－（フェニ
ルスルファニル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛［（３－クロロフェニル）（メチル）
アミノ］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（４，５－ジベンジル－２－フロイル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（シクロヘキサ－１－エン－１－イルメ
チル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－（３－クロロベンジル）－４－（ヒドロ
キシメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－クロロフェニル）スルファニル
］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４，５－ジベンジル－２－チエニル）カルボ
ニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルフ
ァマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（５－メチル－４－｛［３－
（トリフルオロメチル）フェニル］スルファニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミ
ジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［２－（３－クロロフェニル）エチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛［（２－クロロフェニル）スルファニ
ル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－ブロモ－２－シアノ－１Ｈ－ピ
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ロル－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（２，５－ジク
ロロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（２，５－ジク
ロロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－３－シクロプ
ロピル－１－ヒドロキシプロパ－２－イン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－３－シクロプ
ロピル－１－ヒドロキシプロパ－２－イン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ジ
メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ジ
メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，３－ジクロロベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル
｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－エトキシフェノキシ）メチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（４－クロロベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－（２－クロロフェニル）－２－フロ
イル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５－クロロ－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（３－メチル－１Ｈ
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－ピラゾロ［３，４－ｃ］ピリジン－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－ヨードフェノ
キシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンジル－５－クロロ－２－チエ
ニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－クロロフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［１－（３－ブロモフェニル）ビニル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２－クロロベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－シクロヘキシルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－シクロヘキシルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，４－ジヒドロイソキノリン－２（
１Ｈ）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－
２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（６，７－ジヒドロチエノ［３，２－ｃ
］ピリジン－５（４Ｈ）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－
イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－シアノ－１Ｈ－インドール－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（３－メチル－１Ｈ
－ピロル－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ピロロ［２
，３－ｂ］ピリジン－１－イルメチル）－５－メチル－２－チエニル］カルボニル｝ピリ
ミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－シクロヘキシル
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－シクロヘキシル
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，６－ジヒドロ－２Ｈ－チオピラン
－４－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２
－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－ヒドロキシ（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－ヒドロキシ（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（３－クロロフェニル）
スルファニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［２－（トリフルオ
ロメトキシ）フェノキシ］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル
｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（フェニルスルファ
ニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［２－（４－クロロフェニル）エチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－シアノ－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２，３－ジクロロフェノキシ）メチ
ル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－クロロフェニル）スルホニル］
－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－エチルフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［２－（２－メトキシ
フェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［６－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－インドール－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリ
ミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－シアノベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－ピロロ［２，
３－ｃ］ピリジン－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（１，３－ジヒドロ－２Ｈ－イソインド
ール－２－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［２－（トリフルオ
ロメチル）フェノキシ］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝
アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－クロロ－４－｛［３－（トリフルオロメ
チル）フェニル］スルファニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝
アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（５，６－ジヒドロイミダゾ［１，２－
ａ］ピラジン－７（８Ｈ）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４
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－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－イソプロピル
フェノキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シ
クロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－ベンゾイミダゾｌ－１－イルメ
チル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，５－ジヒドロフラン－３－イルメ
チル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－シアノ－１Ｈ－ピロル－１－イ
ル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン－４
－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－１－ヒドロ
キシ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル
）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－１－ヒドロ
キシ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル
）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（シクロヘキシルメチル）－２－チエニ
ル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（フェニルスルホニル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－イソプロポキ
シフェノキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－［（５－｛［５－（２－ヒ
ドロキシプロパン－２－イル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）ア
ミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（３－クロロフェニル）
スルホニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，６－ジヒドロピリジン－１（２Ｈ
）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－
ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－（３－クロロベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－３－フルオロ－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－（ヒドロキシメチル）－
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２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（３－クロロベンゾイル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（４－ベンゾイル－２－フロイル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル）－２
，３，４，５－テトラヒドロ－２，３’－ビチオフェン－５’－イル］カルボニル｝ピリ
ミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル）－２
，３，４，５－テトラヒドロ－２，３’－ビチオフェン－５’－イル］カルボニル｝ピリ
ミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５－クロロピリジン－３－イル）メ
チル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシ
シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（ヒドロキシメチル）－２
－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペン
チル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－（メトキシメチル）－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンゾイル－５－クロロ－２－チエニル
）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（ヒドロキシメチル）－
２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（メトキシメチル）－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチルス
ルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（メトキシメチル）－２－
チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチ
ル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，５－ジヒドロ－１Ｈ－ピロル－１
－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（２－ヒドロキシプロパ
ン－２－イル）－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（｛３－［（ジメチルアミノ）メチル］
－１Ｈ－インドール－１－イル｝メチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（ベンジルアミノ）メチル］－２－チ
エニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（メトキシメチル）－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３，３－ジフルオロピペリジン－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［（３Ｒ）－３－メ
チルピペリジン－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イ
ル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［（３Ｓ）－３－メ
チルピペリジン－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イ
ル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）－１－メチルピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）－１－メチルピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３，３－ジフルオロピロリジン－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－アセチル－２－チエニル）カルボニル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（ヒドロキシメチル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチル
スルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－イミダゾール
－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シク
ロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－（３－クロロベンジル）－３－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（４－アセチル－２－フロイル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－（２－ヒドロキシプロ
パン－２－イル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［２－クロロ－５－（５－フェニル－２－フロイ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（５－メチル－２－
フリル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－シクロプロピルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－シクロプロピルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－（フェニルスルホニル）
－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（２－ヒドロキシプロ
パン－２－イル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４－フェニルピペ
ラジン－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－アセチル－５－クロロ－２－チエニル）
カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－ブロモ－１Ｈ－イミダゾール－
１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－ク
ロロ－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－ク
ロロ－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２，３，



(36) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－エチニル－３，４－ジ
ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－エチニル－３，４－ジ
ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｓ）－２－クロロ－
５，６，７，８－テトラヒドロ－１，７－ナフチリジン－８－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｒ）－２－クロロ－
５，６，７，８－テトラヒドロ－１，７－ナフチリジン－８－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｒ
）－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｓ
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）－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２－クロロ－５，５－ジフ
ルオロ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２－クロロ－５，５－ジフ
ルオロ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－２－メチル－
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２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｓ）－５，８－ジヒ
ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｒ）－５，８－ジヒ
ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－フルオロ－３，４－ジ
ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－フルオロ－３，４－ジ
ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（７Ｓ）－４，７－ジヒドロ－５Ｈ－
チエノ［２，３－ｃ］ピラン－７－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（７Ｒ）－４，７－ジヒドロ－５Ｈ－
チエノ［２，３－ｃ］ピラン－７－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イ
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ソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イ
ソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６，７－ジフルオロ－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６，７－ジフルオロ－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－
チエノ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－
チエノ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｓ）－２－クロロ－
５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｒ）－２－クロロ－
５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－シクロプロピル－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－シクロプロピル－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１，２，３，
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４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－４Ｈ－１，３－ベンゾジオ
キシン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－４Ｈ－１，３－ベンゾジオ
キシン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１’Ｒ）－１’Ｈ
－スピロ［シクロプロパン－１，４’－イソクロメン］－１’－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１’Ｓ）－１’Ｈ
－スピロ［シクロプロパン－１，４’－イソクロメン］－１’－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１，２，
３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１，２，
３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
２－メチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
２－メチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－
ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－
ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２－クロロ－５，８－ジヒ
ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２－クロロ－５，８－ジヒ



(41) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｓ
）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｒ
）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニ
ル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニ
ル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６，７－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６，７－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－メチル－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－メチル－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｓ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｒ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－４，４－ジフルオロ－３，
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４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－４，４－ジフルオロ－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－３－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－３－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリ
ジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリ
ジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－２－クロロ－６，７－ジヒ
ドロ－４Ｈ－フロ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カル
ボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスル
ファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－２－クロロ－６，７－ジヒ
ドロ－４Ｈ－フロ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カル
ボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスル
ファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１
，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１
，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
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ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－８－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－８－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｓ
）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｒ
）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－２－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－２－メチル－
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１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－２－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－２－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－２－メチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－２－メチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
２－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
２－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－シアノ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－シアノ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－８－クロロ－１，３，４，
５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－８－クロロ－１，３，４，
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５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｓ
）－２－（トリフルオロメチル）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１
，３］チアゾール－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｒ
）－２－（トリフルオロメチル）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１
，３］チアゾール－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１－メチル－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１－メチル－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－メチ
ル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－メチ
ル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－２，３，４，
５－テトラヒドロ－１Ｈ－２－ベンゾアゼピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマ
ート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－２，３，４，
５－テトラヒドロ－１Ｈ－２－ベンゾアゼピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマ
ート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１－メチル－
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１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－５－クロロ－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－５－クロロ－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－シアノ－４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－シアノ－４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｒ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｓ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
３－オキソ－１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルフ
ァマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
３－オキソ－１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルフ
ァマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛（１Ｒ）－７－［（ジメチルアミノ）
メチル］－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル｝－５－メチル－２－チエ
ニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］
メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛（１Ｓ）－７－［（ジメチルアミノ）
メチル］－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル｝－５－メチル－２－チエ
ニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］
メチルスルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチルア
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ミノアセタート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５Ｒ）－８，８－ジフルオロ－７，
８－ジヒドロ－５Ｈ－ピラノ［４，３－ｂ］ピリジン－５－イル］－５－メチル－２－チ
エニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５Ｓ）－８，８－ジフルオロ－７，
８－ジヒドロ－５Ｈ－ピラノ［４，３－ｂ］ピリジン－５－イル］－５－メチル－２－チ
エニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－２－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－２－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－３－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－３－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｒ）－７－クロロ－１－（５－｛［４－（｛（１Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）
－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル｝アミノ）
ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロイソキノリン
－２（１Ｈ）－カルボキシラート
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｓ）－７－クロロ－１－（５－｛［４－（｛（１Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）
－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル｝アミノ）
ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロイソキノリン
－２（１Ｈ）－カルボキシラート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｒ）－７－クロロ－１－（２－クロロ－５－｛［４－（｛（１Ｒ，
３Ｓ，４Ｒ）－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチ
ル｝アミノ）ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロ
イソキノリン－２（１Ｈ）－カルボキシラート
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｓ）－７－クロロ－１－（２－クロロ－５－｛［４－（｛（１Ｒ，
３Ｓ，４Ｒ）－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチ
ル｝アミノ）ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロ
イソキノリン－２（１Ｈ）－カルボキシラート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［
１，４］オキサジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
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アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［
１，４］オキサジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル（
２Ｓ）－２－アミノ－３－メチルブタノアート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２－メト
キシ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチ
ル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２－メト
キシ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチ
ル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－メト
キシ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル
｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－メト
キシ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル
｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－４－オキ
ソ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－４－オキ
ソ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｒ）－８－クロロ－１，３，４，
５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｓ）－８－クロロ－１，３，４，
５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
［１，４］オキサジノ［４，３－ａ］ベンゾイミダゾｌ－１－イル］－５－メチル－２－
チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチ
ル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
［１，４］オキサジノ［４，３－ａ］ベンゾイミダゾｌ－１－イル］－５－メチル－２－
チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチ
ル］メチルスルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル３
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－［（ホスホノオキシ）メチル］ベンゾアート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－エチル－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－エチル－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｒ
）－７－メチル－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｓ
）－７－メチル－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－（ピロリジン－１－イル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピ
リジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－（ピロリジン－１－イル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピ
リジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－インデン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－インデン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－ベンジル－１，３－チアゾール－
２－イル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２，３－ジヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－メチルベンジル
）－１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シク
ロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－メ
チル－１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－
２，３－ジヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－メチル－
１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－メ
チル－１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－
２，３－ジヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３９】
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　前記化合物が、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（７－クロロ－３，４－ジヒドロイソキ
ノリン－１－イル）－５－メチル－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）
アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ジフルオロメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ジフルオロメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル（
２Ｓ）－２－アミノプロパノアート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル（
２Ｓ，３Ｓ）－２－アミノ－３－メチルペンタノアート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル［
４－（ホスホノオキシ）フェニル］アセタート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－８－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－８－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］（メチル）アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］（メチル）アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４０】
　請求項１～３８のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩と、薬
学的に許容される担体とを含む、医薬組成物。
【請求項４１】
　対象においてがんを処置するための組成物であって、治療有効量の請求項１～３８のい
ずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、前記組成物。
【請求項４２】
　請求項１～３８のいずれかに記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、が
んを処置するための組成物。
【請求項４３】
　がんを処置するための医薬品の製造における、請求項１～３８のいずれかに記載の化合
物またはその薬学的に許容される塩の使用。
【請求項４４】
　請求項１～３８のいずれかに記載の化合物またはその薬学的に許容される塩と、薬学的
に許容される担体とを含む、がんの処置を必要とする患者においてがんを処置するための
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医薬組成物。
【請求項４５】
　請求項３９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩と、薬学的に許容される担
体とを含む、医薬組成物。
【請求項４６】
　対象においてがんを処置するための組成物であって、治療有効量の請求項３９に記載の
化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、前記組成物。
【請求項４７】
　請求項３９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩を含む、がんを処置するた
めの組成物。
【請求項４８】
　がんを処置するための医薬品の製造における請求項３９に記載の化合物またはその薬学
的に許容される塩の使用。
【請求項４９】
　請求項３９に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩と、薬学的に許容される担
体とを含む、がんの処置を必要とする患者においてがんを処置するための医薬組成物。
【請求項５０】
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【化２９７】
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【化２９８】
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【化２９９】
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【化３００】
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【化３０１】
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【化３０２】
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【化３０３】
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【化３０４】

 
である化合物、またはその薬学的に許容される塩。
【請求項５１】
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【化４０１】

 
およびその薬学的に許容される塩から選択される化合物。
【請求項５２】
　前記化合物が、
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【化４０２】

 
ならびにその薬学的に許容される塩から選択される、請求項５１に記載の化合物。
【請求項５３】
　式Ｉ－２５６ｂの[(1R,2S,4R)-4-{[5-({4-[(1R)-3,4-ジヒドロ-1H-イソクロメン-1-イ
ル]-5-メチル-2-チエニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒドロキシシクロ
ペンチル]メチルスルファマートおよびその薬学的に許容される塩から選択される、請求
項５２に記載の化合物。
【請求項５４】
　２１．１°±０．３°、２２．８°±０．３°、２０．１°±０．３°および１８．９
°±０．３°の２θ角度にピークを有するＸＲＰＤパターンによって特徴付けられる、式
Ｉ－２５６ｂの[(1R,2S,4R)-4-{[5-({4-[(1R)-3,4-ジヒドロ-1H-イソクロメン-1-イル]-5
-メチル-2-チエニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒドロキシシクロペンチ
ル]メチルスルファマートの結晶形態１である、請求項５３に記載の化合物。
【請求項５５】
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【化４０３】

 
ならびにその薬学的に許容される塩から選択される、請求項５１に記載の化合物。
【請求項５６】
　式Ｉ－２５７ｂの[(1R,2S,4R)-4-{[5-({4-[(1R)-7-クロロ-3,4-ジヒドロ-1H-イソクロ
メン-1-イル]-5-メチル-2-チエニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒドロキ
シシクロペンチル]メチルスルファマートおよびその薬学的に許容される塩から選択され
る、請求項５５に記載の化合物。
【請求項５７】
　２５．２°±０．３°、２１．７°±０．３°、１８．６°±０．３°および１４．５
°±０．３°の２θ角度にピークを有するＸＲＰＤパターンによって特徴付けられる、式
Ｉ－２５７ｂの[(1R,2S,4R)-4-{[5-({4-[(1R)-7-クロロ-3,4-ジヒドロ-1H-イソクロメン-
1-イル]-5-メチル-2-チエニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒドロキシシ
クロペンチル]メチルスルファマートの結晶形態１である、請求項５６に記載の化合物。
【請求項５８】
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【化４０４】

 
ならびにその薬学的に許容される塩から選択される、請求項５１に記載の化合物。
【請求項５９】
　式Ｉ－２６３ａの[(1R,2S,4R)-4-{[5-({4-[(1R)-7-クロロ-1,2,3,4-テトラヒドロイソ
キノリン-1-イル]-5-メチル-2-チエニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒド
ロキシシクロペンチル]メチルスルファマートおよびその薬学的に許容される塩から選択
される、請求項５８に記載の化合物。
【請求項６０】
　２１．６±０．３°、１９．５±０．３°、１８．９±０．３°、２７．２±０．３°
、２６．３±０．３°、１５．１±０．３°および２３．５±０．３°の２θ角度にピー
クを有するＸＲＰＤパターンによって特徴付けられる、式Ｉ－２６３ａの[(1R,2S,4R)-4-
{[5-({4-[(1R)-7-クロロ-1,2,3,4-テトラヒドロイソキノリン-1-イル]-5-メチル-2-チエ
ニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒドロキシシクロペンチル]メチルスル
ファマートの結晶形態１である、請求項５９に記載の化合物。
【請求項６１】
　３．１±０．３°、１３．０±０．３°、１９．０±０．３°および２２．０±０．３
°の２θ角度にピークを有するＸＲＰＤパターンによって特徴付けられる、式Ｉ－２６３
ａの[(1R,2S,4R)-4-{[5-({4-[(1R)-7-クロロ-1,2,3,4-テトラヒドロイソキノリン-1-イル
]-5-メチル-2-チエニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒドロキシシクロペ
ンチル]メチルスルファマートの結晶形態２である、請求項５９に記載の化合物。
【請求項６２】
　１５．６±０．３°、１６．２±０．３°、１８．０±０．３°、１９．２±０．３°
、２０．０±０．３°、２２．３±０．３°および２３．１±０．３°の２θ角度にピー
クを有するＸＲＰＤパターンによって特徴付けられる、式Ｉ－２６３ａの[(1R,2S,4R)-4-
{[5-({4-[(1R)-7-クロロ-1,2,3,4-テトラヒドロイソキノリン-1-イル]-5-メチル-2-チエ
ニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒドロキシシクロペンチル]メチルスル
ファマートの結晶形態３である、請求項５９に記載の化合物。
【請求項６３】
　式Ｉ－２６３ｂの[(1R,2S,4R)-4-{[5-({4-[(1S)-7-クロロ-1,2,3,4-テトラヒドロイソ
キノリン-1-イル]-5-メチル-2-チエニル}カルボニル)ピリミジン-4-イル]アミノ}-2-ヒド
ロキシシクロペンチル]メチルスルファマートおよびその薬学的に許容される塩から選択
される、請求項５８に記載の化合物。
【請求項６４】
　請求項５１～６３のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩およ
び薬学的に許容される担体を含む医薬組成物。
【請求項６５】
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　がんを処置するための、請求項５１～６３のいずれか一項に記載の化合物またはその薬
学的に許容される塩を含む医薬組成物。
【請求項６６】
がんを処置するための医薬品の製造のための請求項５１～６３のいずれか一項に記載の化
合物またはその薬学的に許容される塩の使用。
【請求項６７】
　がんの処置を必要とする患者においてがんを処置するための医薬組成物であって、請求
項５１～６３のいずれか一項に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩および薬学
的に許容される担体を含む、医薬組成物。
 
 
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　本出願は、ＳＡＥの阻害薬であり、したがって、増殖性、炎症性、心臓血管、及び神経
変性の障害を処置するために有用である化学成分を提供する。本開示の化学成分は、式（
Ｉ）：

【化１】

 
によって表されるものであるか、またはその薬学的に許容される塩である（式中、
　アステリスクを付された位置に示されている立体化学的配置は、絶対立体化学を示し、
　Ｙは、－Ｏ－、－ＣＨ２－、または－Ｎ（Ｈ）－であり、
　Ｒａは、水素、フルオロ、－ＮＨ２、またはヒドロキシルであり、
　Ｒａ’は、水素またはフルオロであるが、ただし、Ｒａが－ＮＨ２またはヒドロキシル
である場合、Ｒａ’は水素であり、
　Ｒｂは、水素であるか、またはそれが結合している酸素と一緒に、プロドラッグを形成
しており、
　Ｒｃは、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｄは、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、またはＣ１～４アルキルであり、
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　Ｘ１は、Ｃ（Ｈ）、Ｃ（Ｆ）、またはＮであり、
　Ｘ２は、ＳまたはＯであり、
　Ｘ３は、Ｃ（Ｒｘ３）またはＮであり、
　Ｒｘ３は、水素、メチル、またはハロゲンであり、
　Ｚ１は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｒｚ３、－Ｓ－Ｒｚ３、－Ｓ（Ｏ）－Ｒｚ３、また
は－Ｓ（Ｏ）２－Ｒｚ３であり、
　Ｒｚ３は、任意に置換されているフェニル、任意に置換されている５～７員脂環族、任
意に置換されている５～７員ヘテロシクリル、または任意に置換されているＣ１～４脂肪
族であり、
　Ｚ２が水素またはメチルでない場合、Ｚ１は、水素、ハロゲン、メチル、またはシアノ
ではなく、
　（ａ）Ｚ２は、１～２個のヘテロ原子を有する任意に置換されている５～７員ヘテロシ
クリルまたは任意に置換されている５～７員脂環族を有する環系であって、該１～２個の
ヘテロ原子を有する任意に置換されている５～７員ヘテロシクリルまたは任意に置換され
ている５～７員脂環族が、
　（ｉ）任意に置換されている５員ヘテロアリール、または任意に置換されている６員ア
リールもしくはヘテロアリールに縮合して二環式基を形成しているか、または
　（ｉｉ）任意に置換されている９員ヘテロアリール、または任意に置換されている１０
員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して三環式基を形成している、
環系であるか、または
　（ｂ）Ｚ２は、Ｌ－Ｒｅであり、Ｌは、－Ｌ１－、－Ｖ１－Ｌ２－、または－Ｌ１－Ｖ

１－Ｌ２－であり、
　Ｌ１は、Ｃ１～３アルキレン鎖であり、この場合、１または２個の飽和炭素原子は、（
Ｒｆ）（Ｒｆ’）によって任意に置換されていてよく、任意選択により、１または２の不
飽和度が存在し、
　各Ｒｆは独立して、水素、ヒドロキシル、－Ｎ（Ｒｈ）（Ｒｈ’）、ヒドロキシル、－
ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任意に置換されているＣ１～４脂肪族、ヒドロキシ
ル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
であるか、または、Ｒｆ’及びそれらが結合している炭素原子と一緒に、Ｃ＝ＣＨ２、ま
たは３～６員炭素環、または４～６員複素環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４ア
ルキル化されていてもよい）、Ｏ、もしくはＳから選択される1個のヘテロ原子を含み、
該ヘテロ原子が任意に、複素環の第四級炭素に直接隣接して位置している、４～６員複素
環を形成しており、
　各Ｒｆ’は独立して、水素、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任
意に置換されているＣ１～４脂肪族、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピ
ルで任意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族であるか、または、Ｒｆ及びそれらが結
合している炭素原子と一緒に、Ｃ＝ＣＨ２、または３～６員炭素環、または４～６員複素
環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４アルキル化されていてもよい）、Ｏ、もしく
はＳから選択される1個のヘテロ原子を含み、該ヘテロ原子が任意に、複素環の第四級炭
素に直接隣接して位置している４～６員複素環を形成しており、Ｒｆがヒドロキシルであ
る場合、Ｒｆ’は、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、またはシクロプロピルで任意に置換され
ている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族ではなく、
　Ｒｈ及びＲｈ’はそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｖ１は、－Ｓ－、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、または－Ｎ
（Ｒｇ）－であり、
　Ｌ２は、１個の飽和炭素原子が（Ｒｆ）（Ｒｆ’）によって任意に置換されているＣ０

～２アルキレン鎖であり、
　Ｒｇは、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　　（ｉ）Ｒｅは、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または任意に置換されて
いるＣ１～４脂肪族であるが、
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　ただし、Ｒｆ及びＲｆ’が存在して環を形成している場合、Ｒｅは、水素ではないか、
　　または（ｉｉ）Ｒｅは、任意に置換されている６員アリール、任意に置換されている
５～６員ヘテロアリール、任意に置換されている３～７員脂環族、または任意に置換され
ている４～７員ヘテロシクリルから選択される環であって、該環は、第２の任意に置換さ
れている６員アリール、任意に置換されている５～６員ヘテロアリール、任意に置換され
ている３～７員脂環族、または任意に置換されている４～７員ヘテロシクリルに任意で縮
合している、環であるか、または
　Ｚ２は、水素である）。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　式（Ｉ）：
【化２８２】

 
の化合物または薬学的に許容される塩である化学成分(式中、
　アステリスクを付された位置に示されている立体化学的配置は、絶対立体化学を示し、
　Ｙは、－Ｏ－、－ＣＨ２－、または－Ｎ（Ｈ）－であり、
　Ｒａは、水素、フルオロ、－ＮＨ２、またはヒドロキシルであり、
　Ｒａ’は、水素またはフルオロであるが、ただし、Ｒａが－ＮＨ２またはヒドロキシル
である場合、Ｒａ’は、水素であり、
　Ｒｂは、水素であるか、またはそれが結合している酸素と一緒に、プロドラッグを形成
しており、
　Ｒｃは、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｄは、水素、ハロゲン、－ＣＦ３、またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｘ１は、Ｃ（Ｈ）、Ｃ（Ｆ）、またはＮであり、
　Ｘ２は、ＳまたはＯであり、
　Ｘ３は、Ｃ（Ｒｘ３）またはＮであり、
　Ｒｘ３は、水素、メチル、またはハロゲンであり、
　Ｚ１は、水素、ハロゲン、シアノ、Ｒｚ３、－Ｓ－Ｒｚ３、－Ｓ（Ｏ）－Ｒｚ３、また
は－Ｓ（Ｏ）２－Ｒｚ３であり、
　Ｒｚ３は、任意に置換されているフェニル、任意に置換されている５～７員脂環族、任
意に置換されている５～７員ヘテロシクリル、または任意に置換されているＣ１～４脂肪
族であり、
　Ｚ２が水素またはメチルである場合、Ｚ１は、水素、ハロゲン、メチル、またはシアノ
ではなく、
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　（ａ）Ｚ２は、１～２個のヘテロ原子を有する任意に置換されている５～７員ヘテロシ
クリルまたは任意に置換されている５～７員脂環族を有する環系であって、該１～２個の
ヘテロ原子を有する任意に置換されている５～７員ヘテロシクリルまたは任意に置換され
ている５～７員脂環族は、
　　（ｉ）任意に置換されている５員ヘテロアリール、または任意に置換されている６員
アリールもしくはヘテロアリールに縮合して二環式基を形成しているか、または
　　（ｉｉ）任意に置換されている９員ヘテロアリール、または任意に置換されている１
０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して三環式基を形成している、
環系であるか、
または
　（ｂ）Ｚ２は、Ｌ－Ｒｅであり、Ｌは、－Ｌ１－、－Ｖ１－Ｌ２－、または－Ｌ１－Ｖ

１－Ｌ２－であり、
　Ｌ１は、Ｃ１～３アルキレン鎖であり、この場合、１または２個の飽和炭素原子は、（
Ｒｆ）（Ｒｆ’）によって任意に置換されていて、任意に、１または２の不飽和度が存在
し、
　各Ｒｆは独立して、水素、ヒドロキシル、－Ｎ（Ｒｈ）（Ｒｈ’）、ヒドロキシル、－
ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任意に置換されているＣ１～４脂肪族、ヒドロキシ
ル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族
であるか、または、Ｒｆ’及びそれらが結合している炭素原子と一緒に、Ｃ＝ＣＨ２、ま
たは３～６員炭素環、または４～６員複素環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４ア
ルキル化されていてもよい）、Ｏ、もしくはＳから選択される1個のヘテロ原子を含み、
前記ヘテロ原子が任意に、前記複素環の第四級炭素に直接隣接して位置している、前記４
～６員複素環を形成しており、
　各Ｒｆ’は独立して、水素、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピルで任
意に置換されているＣ１～４脂肪族、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、もしくはシクロプロピ
ルで任意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族であるか、または、Ｒｆ及びそれらが結
合している炭素原子と一緒に、Ｃ＝ＣＨ２、または３～６員炭素環、または４～６員複素
環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４アルキル化されていてもよい）、Ｏ、もしく
はＳから選択される1個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子が任意に、前記複素環の第
四級炭素に直接隣接して位置している、前記４～６員複素環を形成しており、Ｒｆがヒド
ロキシルである場合、Ｒｆ’は、ヒドロキシル、－ＯＣＨ３、またはシクロプロピルで任
意に置換されている－Ｏ－Ｃ１～４脂肪族ではなく、
　Ｒｈ及びＲｈ’はそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｖ１は、－Ｓ－、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、または－Ｎ
（Ｒｇ）－であり、
　Ｌ２は、Ｃ０～２アルキレン鎖であり、１個の飽和炭素原子が、（Ｒｆ）（Ｒｆ’）に
よって任意に置換されており、
　Ｒｇは、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　（ｉ）Ｒｅは、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または任意に置換されてい
るＣ１～４脂肪族であるが、ただし、Ｒｆ及びＲｆ’が存在して環を形成している場合、
Ｒｅは、水素ではないか、
　または（ｉｉ）Ｒｅは、任意に置換されている６員アリール、任意に置換されている５
～６員ヘテロアリール、任意に置換されている３～７員脂環族、または任意に置換されて
いる４～７員ヘテロシクリルから選択される環であって、該環は、第２の任意に置換され
ている６員アリール、任意に置換されている５～６員ヘテロアリール、任意に置換されて
いる３～７員脂環族、または任意に置換されている４～７員ヘテロシクリルに任意で縮合
している、環であるか、または
　（ｃ）Ｚ２は、水素である）。
（項目２）
　（ａ）Ｚ２が、１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリルまたは５～７員
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脂環族を有する環系であって、該１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリル
または５～７員脂環族が、
　（ｉ）５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して二
環式基を形成しているか、または
　（ｉｉ）９員ヘテロアリール、または１０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合し
て三環式基を形成している、
環系であり、
　前記環系が、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂
肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－
Ｓ－Ｃ１～４脂肪族、－Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ
ｚ８、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
ｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）
Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２

－Ｒｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または４～６員ヘ
テロシクリルで任意に置換されており、かつ前記環系が、１個の飽和炭素において、オキ
ソ、スピロ環式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置換されてお
り、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２が、Ｃ１～２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２

Ｒｚ７、もしくは－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２であるか、または
　（ｂ）Ｚ２が、Ｌ－Ｒｅであり、
　（ｉ）Ｒｅが、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または1個もしくは複数個
のヒドロキシル、ハロゲン、もしくはＣ１～４脂肪族で任意に置換されているＣ１～４脂
肪族であるが、ただし、Ｒｆ及びＲｆ’が存在して環を形成している場合、Ｒｅは、水素
ではないか、
　または（ｉｉ）Ｒｅが、６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、ま
たは４～７員ヘテロシクリルから選択される環であって、該環が、第２の６員アリール、
５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘテロシクリルに任意で縮合
している、環であり、Ｒｅが、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シア
ノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロ
アルコキシ、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族、Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－
Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（
Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ
（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲ
ｚ８、Ｔ２－Ｒｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または
４～６員ヘテロシクリルで任意に置換されており、かつ１個の飽和炭素において、オキソ
、スピロ環式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置換されており
、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２が、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－
Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２である、項目１に記載の化学成分。
（項目３）
　Ｌが、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ
）－、－Ｃ（＝ＣＨ２）－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｃ（＝ＣＨ２）－、－Ｃ（Ｒｆ）
（Ｒｆ’）－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｏ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｓ－
、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｎ（Ｒｇ）－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｎ（Ｒｇ）－ＣＨ
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２－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－ＣＨ２－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－ＣＨ２－ＣＨ２－
、または－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－である、項目１または項目２に記載の化学
成分。
（項目４）
　Ｚ１が、水素、ハロゲン、シアノ、Ｒｚ３、－Ｓ－Ｒｚ３、－Ｓ（Ｏ）－Ｒｚ３、また
は－Ｓ（Ｏ）２－Ｒｚ３であり、
　Ｒｚ３が、フェニル、５～７員脂環族、５～７員ヘテロシクリル、またはＣ１～４脂肪
族であり、それらのいずれも、独立して選択される１個または複数個のＲｚ４で置換され
ていてよく、
　Ｒｚ４が、ヒドロキシル、ハロゲン、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪
族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ５）２、－Ｃ（Ｏ）
Ｒｚ６、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ５、５－もしくは６員脂環族もしくはヘテロシクリル、または
独立して選択される１個または複数個のハロゲンで任意に置換されているフェニルであり
、
　存在するＲｚ５がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ６がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルである、項目１～３のいずれか
一項に記載の化学成分。
（項目５）
　Ｚ１が、水素、ハロゲン、シアノ、独立して選択される１個または複数個のハロゲンで
任意に置換されているフェニル、６員アリールに任意で縮合している５～７員脂環族もし
くはヘテロシクリル（６員アリールに任意で縮合している前記５～７員脂環族もしくはヘ
テロシクリルは、独立して選択される１個または複数個のハロゲンで任意に置換されてい
る）、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、または1個もしくは複数個のヒドロキシル、Ｃ１～４ア
ルコキシ、独立して選択されるもう１個のハロゲンで任意に置換されているフェニル、５
－もしくは６員脂環族、５－もしくは６員ヘテロシクリル、もしくは－Ｎ（Ｒｚ５）２で
任意に置換されているＣ１～４脂肪族基である、項目４に記載の化学成分。
（項目６）
　Ｚ２が、
　（ｉ）５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して二
環式基を形成しているか、または
　（ｉｉ）９員ヘテロアリール、または１０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合し
て三環式基を形成している、１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリルまた
は５～７員脂環族を有する環系であり、
　前記環系が、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂
肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、Ｓ
－Ｃ１～４脂肪族、Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８

、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（
Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２－Ｒ
ｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、またはヘテロシクリル
で任意に置換されており、かつ前記環系が、１個の飽和炭素において、オキソ、スピロ環
式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置換されており、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２が、Ｃ１～２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２

Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２である、項目２～５のいずれか一項に記載の化
学成分。
（項目７）
　Ｚ２が、５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリール環に縮合し
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て二環式基を形成している、１～２個のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリルまた
は５～７員脂環族であり、前記環系が、項目６で定義されるとおりに任意で置換されてい
る、項目６に記載の化学成分。
（項目８）
　Ｚ２が、６員ヘテロシクリルであり、前記ヘテロシクリルが１個のＮまたはＯ原子を含
有し、６員アリールまたはヘテロアリール環に縮合して二環式基を形成しており、前記環
系が、項目７で定義されるとおりに任意で置換されている、項目７に記載の化学成分。
（項目９）
　式（Ｖ）：　
【化２８３】

 
の化合物または薬学的に許容される塩である、項目６に記載の化学成分（式中、
　ｍは、０、１、または２であり、
　Ｘ４は、Ｓ、Ｏ、またはＮ（Ｒｎ４）であり、
　Ｘ５は、Ｏ、Ｃ（Ｏ）、またはＣ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、Ｘ４がＮ（Ｒｎ４）
またはＳである場合、Ｘ５は、Ｏではなく、
　Ｒｎ４は、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｘ５は、水素、フルオロ、ヒドロキシル、またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｘ５’は、水素、フルオロ、またはＣ１～４アルキルであり、Ｒｘ５がヒドロキシル
である場合、Ｒｘ５’は、フルオロではないか、
　またはＲｘ５及びＲｘ５’は、それらが結合している炭素原子と一緒になって、スピロ
環式３～６員炭素環、または１個のみのヘテロ原子を含むスピロ環式４～６員複素環を形
成しており、前記ヘテロ原子は、Ｏ、Ｎ、またはＳから選択され、
　破線は、単結合または二重結合を示し、
　環Ａは、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族
、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－Ｓ－
Ｃ１～４脂肪族、－Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８

、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（
Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２－Ｒ
ｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または４～６員ヘテロ
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シクリルで任意に置換されている縮合５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくは
ヘテロアリールであり、
　Ｔ２は、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９は、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２

Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２であり、
　Ｒｋは、水素またはメチルである）。
（項目１０）
　式（ＶＩ）：　
【化２８４】

 
の化合物または薬学的に許容される塩である、項目９に記載の化学成分（式中、
　ｍは、１または２であり、
　Ｘ６は、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ６’は、ＮまたはＣ（Ｒｘ６’）であり、
　Ｒｘ６、Ｒｘ６’、Ｒｊ、及びＲｍのそれぞれは独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキ
シル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～

４フルオロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２ＮＲｚ７、３～６員
脂環族、または４～６員ヘテロシクリルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｘ６’、Ｒｊ及びＲｍの少なくとも１個は、水素である）。
（項目１１）
　ｍが、１であり、
　Ｘ５が、ＣＨ２であり、
　Ｒｎ４が、水素またはメチルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｘ６’、Ｒｊ、及びＲｍのそれぞれが独立して、水素、クロロ、フルオロ、
ブロモ、ヨード、メチル、エチル、イソプロピル、シアノ、シクロプロピル、ＣＦ３、－
ＯＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＨ３、または－Ｃ≡ＣＨであり、
　Ｒｘ６、Ｒｘ７、Ｒｊ、及びＲｍの少なくとも１個が、水素である、項目１０に記載の
化学成分。
（項目１２）
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｈ）であり、
　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
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　Ｘ６’が、Ｃ（Ｈ）であり、
　Ｒｍが、水素、フルオロ、またはクロロであり、
　Ｒｊが、メチル、エチル、イソプロピル、水素、フルオロ、クロロ、ブロモ、シクロプ
ロピル、－Ｃ≡ＣＨ、または－ＣＦ３である、項目１０または１１に記載の化学成分。
（項目１３）
　式（ＶＩａ）または（ＶＩｂ）：
【化２８５】

 
の化合物または薬学的に許容される塩である、項目１０～１２のいずれか一項に記載の化
学成分。
（項目１４）
　Ｚ２が、
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【化２８６】

 
であり、式中、
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｒｎ４）であり、
　Ｘ５が、Ｃ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、
　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ７が、ＯまたはＳであり、
　Ｘ８が、ＳまたはＮ（Ｈ）であり、
　Ｒｘ６及びＲｊがそれぞれ独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～

４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ
、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ
（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２Ｎ（Ｒｚ７）２、３～６員脂環族、または
４～６員ヘテロシクリルである、項目９に記載の化学成分。
（項目１５）
　Ｚ２が、
【化２８７】

 
 
であり、式中、
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｒｎ４）であり、
　Ｘ５が、Ｃ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、
　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ６’が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　各Ｒｘ６、Ｒｊ、及びＲｍが独立して、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１

～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキ
シ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２

Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２Ｎ（Ｒｚ７）２、３～６員脂環族、また
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は４～６員ヘテロシクリルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｊ、またはＲｍの少なくとも１個が、水素である、項目９に記載の化学成分
。
（項目１６）
　Ｚ２が、
【化２８８】

 
であり、
　Ｘ５が、Ｃ（Ｒｘ５）（Ｒｘ５’）であり、
　Ｒｘ５及びＲｘ５’が独立して、水素またはフルオロであるか、またはそれらが結合し
ている炭素と一緒に、シクロプロピル環を形成しており、
　Ｒｊが、水素、クロロ、フルオロ、ブロモ、メチル、エチル、イソプロピル、シアノ、
シクロプロピル、ＣＦ３、－ＯＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＨ３、または－Ｃ≡ＣＨであり、
　Ｒｍが、水素、フルオロ、またはクロロである、項目９に記載の化学成分。
（項目１７）
　Ｚ２が、

【化２８９】

 
であり、
　Ｘ４が、ＯまたはＮ（Ｒｎ４）であり、
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　Ｘ６が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｘ６’が、ＮまたはＣ（Ｒｘ６）であり、
　Ｒｎ４が、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｘ６、Ｒｊ、またはＲｍのそれぞれが独立して、ハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、
Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアル
コキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ
）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２ＮＲｚ７、３～６員脂環族、または
４～６員ヘテロシクリルである、項目９に記載の化学成分。
（項目１８）
　Ｚ２がＬ－Ｒｅである、項目１～５のいずれか一項に記載の化学成分。
（項目１９）
　Ｌが、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－、－Ｓ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）
－Ｏ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｓ－、－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｎ（Ｒｇ）－、－Ｃ
（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－ＣＨ２－、または－Ｃ（Ｒｆ）（Ｒｆ’）－Ｃ≡Ｃ－である、項目
１８に記載の化学成分。
（項目２０）
　式（ＶＩＩＩ）：
【化２９０】

 
の化合物または薬学的に許容される塩である、項目１８または１９に記載の化学成分。
（項目２１）
　Ｒｅが、３～７員脂環族または４～７員ヘテロシクリルから選択される環であって、該
環は、第２の６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員
ヘテロシクリルに任意で縮合していて、かつ独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロ
キシル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１

～４フルオロアルコキシ、Ｓ－Ｃ１～４脂肪族、Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒ
ｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒ
ｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ

７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）
Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２－Ｒｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂
環族、または４～６員ヘテロシクリルによって任意に置換されていて、かつ１個の飽和炭
素において、オキソ、スピロ環式３～６員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任
意に置換されている、環であり、
　存在するＲｚ７がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８がそれぞれ独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
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　Ｔ２が、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９が、シアノ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２

Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２である、項目１８～２０のいずれか一項に記載
の化学成分。
（項目２２）
　各Ｒｆが独立して、水素、ヒドロキシル、Ｎ（Ｒｈ）（Ｒｈ’）、Ｃ１～４アルコキシ
、シクロプロピル、またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３で任意に置換されているＣ１

～４アルキルであり、
　各Ｒｆ’が独立して、水素、シクロプロピル、またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３

で任意に置換されているＣ１～４アルキルであり、
　Ｒｅが、５～７員脂環族環または１個のみのヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシクリ
ルであり、前記環が、項目１８～２１のいずれか一項で定義されるとおりに任意で置換さ
れている、項目１８～２１のいずれか一項に記載の化学成分。
（項目２３）
　Ｒｅが、
【化２９１】

 
【化２９２】

 
であり、式中、
　破線が、単結合または二重結合を示し、
　Ｅ１が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｅ２が、Ｏ、Ｓ、またはＣＨ２であり、
　Ｅ３が、Ｏ、Ｓ、Ｎ（Ｒｅ３）、またはＣ（Ｈ）（Ｒｅ３）であり、
　Ｅ３’が、Ｏ、Ｎ（Ｒｅ３）、またはＣ（Ｈ）（Ｒｅ３）であり、
　Ｒｅ１及びＲｅ１’がそれぞれ独立して、水素またはフルオロであり、
　Ｒｅ２が、水素またはメチルであり、
　Ｒｅ３が、水素またはメチルである、項目１８～２２のいずれか一項に記載の化学成分
。
（項目２４）
　Ｒｆ及びＲｆ’がそれぞれ独立して、水素、Ｃ１～４アルキル、もしくはシクロプロピ
ルであるか、または一緒になって、＝ＣＨ２を形成しており、
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　Ｒｅが、６員アリールまたは５～６員ヘテロアリールから選択される環であって、該環
は、第２の６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘ
テロシクリルに任意で縮合していて、かつ独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキ
シル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～

４フルオロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７

）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－ＯＲｚ７、－ＣＨ２ＮＲｚ７、または３
～６員脂環族もしくは４～６員ヘテロシクリルで任意に置換されている、環である、項目
２０に記載の化学成分。
（項目２５）
　Ｒｆが、水素、ヒドロキシル、Ｎ（Ｒｈ）（Ｒｈ’）、－ＯＣＨ３、シクロプロピル、
またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３で任意に置換されているＣ１～４脂肪族であり、
　Ｒｆ’が、水素、シクロプロピル、またはヒドロキシルもしくは－ＯＣＨ３で任意に置
換されているＣ１～４脂肪族であるか、または、それらが結合している炭素原子、Ｒｆ、

及びＲｆ’と一緒になって、４～６員複素環であって、Ｎ（プロトン化またはＣ１～４ア
ルキル化されていてよい）、Ｏ、またはＳから選択される１個のヘテロ原子を含み、前記
ヘテロ原子が任意に、複素環の第四級炭
素に直接隣接して位置している、前記４～６員複素環を形成しており、
　Ｒｆ及びＲｆ’　の少なくとも１個が、少なくとも１個のヘテロ原子を含み、
　Ｒｅが、６員アリールまたは５～６員ヘテロアリールから選択される環であって、該環
は、第２の６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘ
テロシクリルに任意で縮合していて、かつ1個または複数個のハロゲン、独立して
存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、Ｃ１～４フルオロ
脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（
Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＣＨ２－Ｏ
Ｒｚ７、－ＣＨ２ＮＲｚ７、３～６員脂環族、もしくは４～６員ヘテロシクリルで任意に
置換されているＣ１～４脂肪族で任意に置換されている、環である、項目２０に記載の化
学成分。
（項目２６）
　Ｒｅが、６員アリールまたは５～６員ヘテロアリールから選択される環であって、該環
は、独立して存在する１～３のクロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、メチル、エチル、シ
アノ、シクロプロピル、ＣＦ３、－ＯＣＨ３、－ＯＣＨ２ＣＨ３、または－Ｃ≡ＣＨで任
意に置換されている、環である、項目１８～２０または２４～２５のいずれか一項に記載
の化学成分。
（項目２７）
　Ｒｅが、
【化２９３】

 
であり、
　Ｅ４が、ＳまたはＯであり、
　Ｅ５が、ＮまたはＣ（Ｒｅ５）であり、
　Ｅ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｒｅ４が、水素、メチル、クロロ、フルオロ、ブロモ、ヨード、シアノ、または－ＣＦ
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３であり、
　Ｒｅ５が、水素またはハロゲンである、項目１８～２０または２４～２６のいずれか一
項に記載の化学成分。
（項目２８）
　Ｒｅが、
【化２９４】

 
であり、
　Ｅ５が、ＮまたはＣ（Ｒｅ５）であり、
　Ｅ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｒｅ５、Ｒｅ６、Ｒｅ７、及びＲｅ８のそれぞれが独立して、水素、ハロゲン、メチル
、エチル、イソプロピル、－ＯＣＨ３、－ＣＦ３、または－Ｃ≡ＣＨであり、
　Ｒｅ５、Ｒｅ６、Ｒｅ７、及びＲｅ８の少なくとも２個が、水素である、項目１８～２
０または２４～２６のいずれか一項に記載の化学成分。
（項目２９）
　Ｒｅが、

【化２９５】

 
であり、
　Ｅ５が、ＮまたはＣ（Ｒｅ５）であり、
　Ｅ６が、ＮまたはＣ（Ｈ）であり、
　Ｒｅ５が、水素、ハロゲン、メチル、－ＯＣＨ３、－ＣＦ３、または－Ｃ≡ＣＨであり
、
　Ｒｅ６が、水素、フルオロ、またはクロロであり、
　Ｒｅ７が、水素、フルオロ、またはクロロであり、
　Ｒｅ８が、水素、ハロゲン、メチル、－ＯＣＨ３、またはシアノであり、
　Ｒｅ６、Ｒｅ７、及びＲｅ８の少なくとも１個が、水素である、項目１８～２０または
２４～２６のいずれか一項に記載の化学成分。
（項目３０）
　式（ＶＩＩＩａ）または（ＶＩＩＩｂ）：　
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【化２９６】

 
の化合物または薬学的に許容される塩である、項目２８または２９に記載の化学成分。
（項目３１）
　Ｒｅが、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または1個もしくは複数個のヒド
ロキシル、ハロゲン、もしくはＣ１～４アルキルで任意に置換されているＣ１～４アルキ
ルである、項目１８～２０のいずれか一項に記載の化学成分。
（項目３２）
　Ｚ１が、水素、ハロゲン、シアノ、または1個もしくは複数個のヒドロキシル、Ｃ１～

４アルコキシ、－Ｎ（Ｒｚ５）２、もしくはもう独立して選択される１個のハロゲンで任
意に置換されているフェニルで任意に置換されているＣ１～４脂肪族であり、
　存在するＲｚ５がそれぞれ独立して、水素またはＣ１～４アルキルである、項目１～３
１のいずれか一項に記載の化学成分。
（項目３３）
　Ｚ１が、水素、クロロ、またはメチルである、項目１～３２のいずれか一項に記載の化
学成分。
（項目３４）
　Ｚ２が水素である、項目５に記載の化学成分。
（項目３５）
　Ｒｂが、水素である、項目１～３４のいずれか一項に記載の化学成分。
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（項目３６）
　Ｒｂが、－Ｃ（Ｏ）－Ｒｂｘであり、
　Ｒｂｘが、Ｃ１～４アルキル、－ＣＨ（Ｒｂｙ）－ＮＨ２、ピロリジニル、または－Ｌ

ｂ－ＯＰＯ３Ｈ２であり、
　Ｒｂｙが、ヒドロキシル、フェニル、フェノリル、イミダゾリル、カルボキシル、アミ
ノ、グアニジノ、－ＳＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ２、またはインドリルで任意に置換されて
いるＣ１～４アルキルであり、
　Ｌｂが、Ｃ１～４アルキレン、－（ＣＨ２）ｎ１－フェニレン－（ＣＨ２）ｎ２－から
選択される二価リンカーであり、ｎ１が０または１であり、ｎ２が１または２である、項
目１～３４のいずれか一項に記載の化学成分。
（項目３７）
　下記：
　Ｙが、－Ｏ－である、
　Ｒａが、水素である、
　Ｒａ’が、水素である、
　Ｒｃが、水素である、
　Ｘ１が、Ｎである、
　Ｒｄが、水素である、または
　Ｘ３が、Ｃ（Ｈ）である
の少なくとも１つが当てはまる、項目１～３６のいずれか一項に記載の化学成分
（項目３８）
　［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（６－ブロモ
ピリジン－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（６－ブロモピ
リジン－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（６－クロロピ
リジン－２－イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（６－クロロピ
リジン－２－イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－ブロモフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－ブロモフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
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）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（メトキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（メトキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－アミノ－１－（
３－クロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－アミノ－１－（
３－クロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル2
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（６－ブロモピ
リジン－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（６－ブロモピ
リジン－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－アミノ－１－（３－ク
ロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－アミノ－１－（３－ク
ロロフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－ブロモフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（６－ブロモピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（６－ブロモピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（５－ブロモ－２－フルオロ
フェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（５－ブロモ－２－フルオロ
フェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（５－クロロ－２－フリル）
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（５－クロロ－２－フリル）
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－ブロモフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
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－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－ブロモフェニル
）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－ブロモフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－ブロモフ
ェニル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（６－クロロピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（６－クロロピリジン
－２－イル）メチル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２，３－ジヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－アミノ－１－（
３－ブロモフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－アミノ－１－（
３－ブロモフェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）スル
フィニル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）スル
フィニル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（６－クロロピリジン－２－
イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（６－クロロピリジン－２－
イル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル）
－１－ヒドロキシエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル）
－１－ヒドロキシエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフ
ェニル）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフ
ェニル）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－フェ
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ニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－フェ
ニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－クロロベンジル）－５－メチル－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－ブロモベンジル）－５－メチル－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－（ヒドロ
キシメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－アミノ（３－クロロフェニル
）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４－ヨード－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）ピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－ブロモ－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－（３－クロロベンジル）－５－［（２Ｓ
）－テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－（３－クロロベンジル）－５－［（２Ｒ
）－テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒド
ロキシ）メチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシ
クロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒド
ロキシ）メチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシ
クロペンチル｝メチルスルファマート、
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｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－（メトキ
シメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロ
キシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－メチル－４－（３－メ
チルベンジル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－ブロモピリジン－２－イル）メ
チル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（メ
チルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－
２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（メ
チルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－
２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（５－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（５－クロロ－
２－フルオロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１，３－ジヒドロキシプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１，３－ジヒドロキシプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（シ
クロプロピル）ヒドロキシメチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（シ
クロプロピル）ヒドロキシメチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－ブロモピリジン－２－イル）メ
チル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシ
シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（６－ブロモピリジン
－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（６－ブロモピリジン
－２－イル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
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イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－クロロ－１Ｈ－ピラゾール－１
－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－ヒドロキシ（フ
ェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－ヒドロキシ（フ
ェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（３－メチルベンジル）
－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－１－ヒドロ
キシ－１－フェニルエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－１－ヒドロ
キシ－１－フェニルエチル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－メチルベンジル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロ－４－フルオロベンジル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－ヨードベンジル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（５－クロロ－
２－メトキシフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（５－クロロ－
２－メトキシフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－ブロモベンジル）－５－メチ
ル－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－メ
チル－４－（３－メチルベンジル）－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５－クロロ－２－フリル）メチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（２Ｒ）－２－（３－ク
ロロフェニル）オキセタン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（２Ｓ）－２－（３－ク
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ロロフェニル）オキセタン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（Ｒ）
－フェニルスルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（Ｓ）
－フェニルスルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（５－メチル－４－｛（Ｒ）
－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル
］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（５－メチル－４－｛（Ｓ）
－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル
］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－エチニルベンジル）－２－チエニ
ル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－クロロピリジン－２－イル）メ
チル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシ
シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－クロロ－４－（３－クロロベンジル）－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－ブロモフェニル）（メ
トキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－ブロモフェニル）（メ
トキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４－メチル－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－クロロベンジル）－５－メチ
ル－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－ク
ロロ－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２，３－ジヒドロ
キシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－（３－クロロベンジル）－５－［（ジメ
チルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－
２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［４－（３－クロロベンジル）－２－フロイル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－メトキシフェ
ノキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［３－（メチルスルフ
ァニル）ベンジル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－（３－ブロモベンジル）－２－フロイル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－クロロ－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イ
ル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロ－２－フルオロベンジル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－ヒドロキシ（２
－メトキシフェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－ヒドロキシ（２
－メトキシフェニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（２－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（２－クロロフ
ェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（５－ベンジル－２－フロイル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンジル－２－チエニル）カルボニル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－フルオロ
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）（メトキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）（メトキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（フェノキシメチル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチル
スルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－ピロロ［２，
３－ｂ］ピリジン－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－（３－クロロベンジル）－２－フロイル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）スルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
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－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）スルフィニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（３－クロロフ
ェニル）（メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（３－クロロフ
ェニル）（メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンジル－５－クロロ－２－チエニル）
カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－フルオロベンジル）－２－チエニ
ル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－ブロモフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－
（３－ヨードベンジル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［１－（３－クロロフェニル）ビニル］
－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－３－フルオロ－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－（３－ク
ロロフェニル）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（５－クロロ－
２－チエニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（５－クロロ－
２－チエニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，４－ジクロロベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル
｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（３－メチル－１Ｈ
－インドール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－フェ
ニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－フェ
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ニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（３－クロロベンジル）－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（２－フェニルエチル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－メチル－４－（１Ｈ－
ピラゾール－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）ア
ミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－（テトラ
ヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－エチルベンジル）－５－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－クロロ－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［３－（ジフルオロメトキシ）ベンジル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシク
ロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－インドール－
１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－ベンジル－２－チエニル）カルボ
ニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（シクロヘキサ－１－
エン－１－イル）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（シクロヘキサ－１－
エン－１－イル）テトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－ブロモ－４－（３－クロロベンジル）－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［５－（トリフルオ
ロメチル）－２－フリル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル
｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－クロロフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（２Ｓ
）－２－フェニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（２Ｒ
）－２－フェニルテトラヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－クロロ－４－｛（Ｒ）－［３－（トリフ
ルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４
－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－クロロ－４－｛（Ｓ）－［３－（トリフ
ルオロメチル）フェニル］スルフィニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４
－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－メトキシベンジ
ル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－シアノフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－クロロ－１Ｈ－インドール－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（６－メトキシ－２
，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（５－ベンジル－２－フロイル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－シアノ－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－クロロフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［４－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリ
ミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－メチルフェノ
キシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（６－メチル－１Ｈ
－インドール－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－｛［５－（５－フェニル－
２－フロイル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
）エチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シ－２－フェニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シ－２－フェニルエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－メチル－４－（フェニ
ルスルファニル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛［（３－クロロフェニル）（メチル）
アミノ］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（４，５－ジベンジル－２－フロイル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（シクロヘキサ－１－エン－１－イルメ
チル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－（３－クロロベンジル）－４－（ヒドロ
キシメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒド
ロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－クロロフェニル）スルファニル
］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４，５－ジベンジル－２－チエニル）カルボ
ニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルフ
ァマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（５－メチル－４－｛［３－
（トリフルオロメチル）フェニル］スルファニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミ
ジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［２－（３－クロロフェニル）エチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛［（２－クロロフェニル）スルファニ
ル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－ブロモ－２－シアノ－１Ｈ－ピ
ロル－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－（２，５－ジク
ロロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－（２，５－ジク
ロロフェニル）（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、



(94) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－３－シクロプ
ロピル－１－ヒドロキシプロパ－２－イン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－３－シクロプ
ロピル－１－ヒドロキシプロパ－２－イン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｒ）－１－（３－クロロフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｓ）－１－（３－クロロフェニル
）－１－ヒドロキシエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
ノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ジ
メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ジ
メチルアミノ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，３－ジクロロベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル
｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－エトキシフェノキシ）メチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（４－クロロベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［５－（２－クロロフェニル）－２－フロ
イル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５－クロロ－２，３－ジヒドロ－１
Ｈ－インドール－１－イル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（３－メチル－１Ｈ
－ピラゾロ［３，４－ｃ］ピリジン－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－ヨードフェノ
キシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンジル－５－クロロ－２－チエ
ニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－３－フルオロ－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－クロロフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［１－（３－ブロモフェニル）ビニル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２－クロロベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－シクロヘキシルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－シクロヘキシルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，４－ジヒドロイソキノリン－２（
１Ｈ）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－
２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（６，７－ジヒドロチエノ［３，２－ｃ
］ピリジン－５（４Ｈ）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－
イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（６－シアノ－１Ｈ－インドール－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（３－メチル－１Ｈ
－ピロル－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－ピロロ［２
，３－ｂ］ピリジン－１－イルメチル）－５－メチル－２－チエニル］カルボニル｝ピリ
ミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－シクロヘキシル
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－シクロヘキシル
（ヒドロキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，６－ジヒドロ－２Ｈ－チオピラン
－４－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２
－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｒ）－ヒドロキシ（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（Ｓ）－ヒドロキシ（テ
トラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（３－クロロフェニル）
スルファニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［２－（トリフルオ
ロメトキシ）フェノキシ］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル
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｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（フェニルスルファ
ニル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［２－（４－クロロフェニル）エチル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－シアノ－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２，３－ジクロロフェノキシ）メチ
ル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－クロロフェニル）スルホニル］
－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２－エチルフェノキシ）メチル］－
２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［２－（２－メトキシ
フェニル）エチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［６－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－インドール－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリ
ミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－シアノベンジル）－２－チエニル
］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－ピロロ［２，
３－ｃ］ピリジン－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（１，３－ジヒドロ－２Ｈ－イソインド
ール－２－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［２－（トリフルオ
ロメチル）フェノキシ］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝
アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－クロロ－４－｛［３－（トリフルオロメ
チル）フェニル］スルファニル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝
アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（５，６－ジヒドロイミダゾ［１，２－
ａ］ピラジン－７（８Ｈ）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－イソプロピル
フェノキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シ
クロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－ベンゾイミダゾｌ－１－イルメ
チル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，５－ジヒドロフラン－３－イルメ
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チル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３－シアノ－１Ｈ－ピロル－１－イ
ル）メチル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シ－２－メチルプロピル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン－４
－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－１－ヒドロ
キシ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル
）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－１－ヒドロ
キシ－２－メチルプロパ－２－エン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル
）アミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（シクロヘキシルメチル）－２－チエニ
ル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メ
チルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（フェニルスルホニル
）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（２－イソプロポキ
シフェノキシ）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝
シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－［（５－｛［５－（２－ヒ
ドロキシプロパン－２－イル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）ア
ミノ］シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（３－クロロフェニル）
スルホニル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒド
ロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３，６－ジヒドロピリジン－１（２Ｈ
）－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－
ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－（３－クロロベンジル）－２－チ
エニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－３－フルオロ－２－ヒドロキシ
シクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－（ヒドロキシメチル）－
２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（３－クロロベンゾイル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（４－ベンゾイル－２－フロイル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル）－２
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，３，４，５－テトラヒドロ－２，３’－ビチオフェン－５’－イル］カルボニル｝ピリ
ミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル）－２
，３，４，５－テトラヒドロ－２，３’－ビチオフェン－５’－イル］カルボニル｝ピリ
ミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５－クロロピリジン－３－イル）メ
チル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシ
シクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（ヒドロキシメチル）－２
－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペン
チル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－（メトキシメチル）－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－ベンゾイル－５－クロロ－２－チエニル
）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（ヒドロキシメチル）－
２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（メトキシメチル）－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチルス
ルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－クロロ－４－（メトキシメチル）－２－
チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチ
ル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（２，５－ジヒドロ－１Ｈ－ピロル－１
－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（２－ヒドロキシプロパ
ン－２－イル）－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（｛３－［（ジメチルアミノ）メチル］
－１Ｈ－インドール－１－イル｝メチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（ベンジルアミノ）メチル］－２－チ
エニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［４－（メトキシメチル）－２
－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３，３－ジフルオロピペリジン－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［（３Ｒ）－３－メ
チルピペリジン－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イ
ル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［（４－｛［（３Ｓ）－３－メ
チルピペリジン－１－イル］メチル｝－２－チエニル）カルボニル］ピリミジン－４－イ
ル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１－ヒドロキ
シエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
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キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１－ヒドロキ
シエチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロ
キシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－（３－クロロフェニル
）－１－メチルピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－（３－クロロフェニル
）－１－メチルピロリジン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（３，３－ジフルオロピロリジン－１
－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－
ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－アセチル－２－チエニル）カルボニル］
ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（ヒドロキシメチル）
－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロペンチル｝メチル
スルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（１Ｈ－イミダゾール
－１－イルメチル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シク
ロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［５－（３－クロロベンジル）－３－メチル－
２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペ
ンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（４－アセチル－２－フロイル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［５－（２－ヒドロキシプロ
パン－２－イル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［２－クロロ－５－（５－フェニル－２－フロイ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（５－メチル－２－
フリル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｓ）－２－シクロプロピルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（２Ｒ）－２－シクロプロピルテトラ
ヒドロフラン－２－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－（｛５－［５－（フェニルスルホニル）
－２－フロイル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）シクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（２－ヒドロキシプロ
パン－２－イル）－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シクロ
ペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４－フェニルピペ
ラジン－１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミ
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ノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－アセチル－５－クロロ－２－チエニル）
カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４－ブロモ－１Ｈ－イミダゾール－
１－イル）メチル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２
－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－ク
ロロ－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－ク
ロロ－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－エチニル－３，４－ジ
ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－エチニル－３，４－ジ
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ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｓ）－２－クロロ－
５，６，７，８－テトラヒドロ－１，７－ナフチリジン－８－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｒ）－２－クロロ－
５，６，７，８－テトラヒドロ－１，７－ナフチリジン－８－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ
｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｒ
）－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｓ
）－７－（トリフルオロメチル）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－１，２
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，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－クロロ－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２－クロロ－５，５－ジフ
ルオロ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２－クロロ－５，５－ジフ
ルオロ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｓ）－５，８－ジヒ



(103) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｒ）－５，８－ジヒ
ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－フルオロ－３，４－ジ
ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－フルオロ－３，４－ジ
ヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－ブロモ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－ブロモ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（７Ｓ）－４，７－ジヒドロ－５Ｈ－
チエノ［２，３－ｃ］ピラン－７－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（７Ｒ）－４，７－ジヒドロ－５Ｈ－
チエノ［２，３－ｃ］ピラン－７－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イ
ル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－
１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン
－４－イル］アミノ｝－３－フルオロ－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イ
ソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イ
ソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－フロイル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］
－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６，７－ジフルオロ－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
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［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６，７－ジフルオロ－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－
チエノ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－
チエノ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｓ）－２－クロロ－
５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（８Ｒ）－２－クロロ－
５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－シクロプロピル－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－シクロプロピル－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４
－ジヒドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１，２，３，
４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－４Ｈ－１，３－ベンゾジオ
キシン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、



(105) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－４Ｈ－１，３－ベンゾジオ
キシン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１’Ｒ）－１’Ｈ
－スピロ［シクロプロパン－１，４’－イソクロメン］－１’－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１’Ｓ）－１’Ｈ
－スピロ［シクロプロパン－１，４’－イソクロメン］－１’－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１，２，
３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１，２，
３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
２－メチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
２－メチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－
ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－
ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２－クロロ－５，８－ジヒ
ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２－クロロ－５，８－ジヒ
ドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｓ
）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｒ
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）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニ
ル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニ
ル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メ
チルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－４，４－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６，７－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６，７－ジフ
ルオロ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファ
マート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－メチル－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－メチル－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］
－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｓ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｒ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－４，４－ジフルオロ－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－４，４－ジフルオロ－３，
４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
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、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－２，３－ジヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ
）－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－３－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－３－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリ
ジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリ
ジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－２－クロロ－６，７－ジヒ
ドロ－４Ｈ－フロ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カル
ボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスル
ファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－２－クロロ－６，７－ジヒ
ドロ－４Ｈ－フロ［３，２－ｃ］ピラン－４－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カル
ボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスル
ファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１
，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１
，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－フロイル｝ピリミジン－４
－イル）アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
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ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－１，２
，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２，３－ジヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－８－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－８－フルオロ
－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｓ
）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｒ
）－２－メチル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［４，３－ｄ］［１，３］チアゾール
－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペン
チル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－２－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－２－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－２－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－２－メチル－
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１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－２－メチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－２－メチ
ル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－メチル－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジ
ン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペ
ンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
２－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
２－メチル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－シアノ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－シアノ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－８－クロロ－１，３，４，
５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－８－クロロ－１，３，４，
５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｓ
）－２－（トリフルオロメチル）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１
，３］チアゾール－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（４Ｒ
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）－２－（トリフルオロメチル）－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラノ［３，４－ｄ］［１
，３］チアゾール－４－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］ア
ミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１－メチル－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１－メチル－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－１－メチ
ル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－１－メチ
ル－１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニ
ル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－２，３，４，
５－テトラヒドロ－１Ｈ－２－ベンゾアゼピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマ
ート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－２，３，４，
５－テトラヒドロ－１Ｈ－２－ベンゾアゼピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル
）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマ
ート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソチオクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－
４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１－メチル－
１，２，３，４－テトラヒドロイソキノリン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマー
ト、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－５－クロロ－２－メチル－
２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－５－クロロ－２－メチル－
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２，３－ジヒドロ－１Ｈ－イソインドール－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－７－クロロ－
３，４－ジヒドロ－１Ｈ－ピラノ［４，３－ｃ］ピリジン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチル
スルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－シアノ－４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－シアノ－４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｒ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｓ）－５－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｒ）－６－クロロ－
３－オキソ－１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルフ
ァマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－クロロ－４－［（１Ｓ）－６－クロロ－
３－オキソ－１，３－ジヒドロ－２－ベンゾフラン－１－イル］－２－チエニル｝カルボ
ニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルフ
ァマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛（１Ｒ）－７－［（ジメチルアミノ）
メチル］－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル｝－５－メチル－２－チエ
ニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］
メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（４－｛（１Ｓ）－７－［（ジメチルアミノ）
メチル］－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル｝－５－メチル－２－チエ
ニル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２－ヒドロキシシクロペンチル］
メチルスルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチルア
ミノアセタート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５Ｒ）－８，８－ジフルオロ－７，
８－ジヒドロ－５Ｈ－ピラノ［４，３－ｂ］ピリジン－５－イル］－５－メチル－２－チ
エニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（５Ｓ）－８，８－ジフルオロ－７，
８－ジヒドロ－５Ｈ－ピラノ［４，３－ｂ］ピリジン－５－イル］－５－メチル－２－チ
エニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
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］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－２－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－２－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｓ）－３－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（４Ｒ）－３－メチ
ル－６，７－ジヒドロ－４Ｈ－ピラゾロ［５，１－ｃ］［１，４］オキサジン－４－イル
］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｒ）－７－クロロ－１－（５－｛［４－（｛（１Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）
－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル｝アミノ）
ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロイソキノリン
－２（１Ｈ）－カルボキシラート
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｓ）－７－クロロ－１－（５－｛［４－（｛（１Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）
－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル｝アミノ）
ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロイソキノリン
－２（１Ｈ）－カルボキシラート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－１，２，３，
４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４
－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｒ）－７－クロロ－１－（２－クロロ－５－｛［４－（｛（１Ｒ，
３Ｓ，４Ｒ）－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチ
ル｝アミノ）ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロ
イソキノリン－２（１Ｈ）－カルボキシラート
ｔｅｒｔ－ブチル（１Ｓ）－７－クロロ－１－（２－クロロ－５－｛［４－（｛（１Ｒ，
３Ｓ，４Ｒ）－３－ヒドロキシ－４－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチ
ル｝アミノ）ピリミジン－５－イル］カルボニル｝－３－チエニル）－３，４－ジヒドロ
イソキノリン－２（１Ｈ）－カルボキシラート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［
１，４］オキサジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－（トリフルオロメチル）－５，６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［
１，４］オキサジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］
アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル（
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２Ｓ）－２－アミノ－３－メチルブタノアート［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ
－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２－メトキシ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［
３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジ
ン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２－メト
キシ－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピリジン－８－イル］－５－メチ
ル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチ
ルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－メト
キシ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル
｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－メト
キシ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル
｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－４－オキ
ソ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－４－オキ
ソ－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）
ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｒ）－８－クロロ－１，３，４，
５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛５－［（１Ｓ）－８－クロロ－１，３，４，
５－テトラヒドロ－２－ベンゾオキセピン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
［１，４］オキサジノ［４，３－ａ］ベンゾイミダゾｌ－１－イル］－５－メチル－２－
チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチ
ル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－
［１，４］オキサジノ［４，３－ａ］ベンゾイミダゾｌ－１－イル］－５－メチル－２－
チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチ
ル］メチルスルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル３
－［（ホスホノオキシ）メチル］ベンゾアート
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－エチル－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－エチル－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリ
ミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｒ
）－７－メチル－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝
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カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（１Ｓ
）－７－メチル－３，４－ジヒドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝
カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｒ
）－２－（ピロリジン－１－イル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピ
リジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－｛［５－（｛５－メチル－４－［（８Ｓ
）－２－（ピロリジン－１－イル）－５，８－ジヒドロ－６Ｈ－ピラノ［３，４－ｂ］ピ
リジン－８－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝シク
ロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－インデン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－２，３－ジヒ
ドロ－１Ｈ－インデン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル
］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－（｛５－［（５－ベンジル－１，３－チアゾール－
２－イル）カルボニル］ピリミジン－４－イル｝アミノ）－２，３－ジヒドロキシシクロ
ペンチル］メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－２－ヒドロキシ－４－［（５－｛［４－（３－メチルベンジル
）－１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］シク
ロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－メ
チル－１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－
２，３－ジヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－クロロベンジル）－５－メチル－
１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－２－ヒ
ドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
｛（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（３－ブロモベンジル）－５－メ
チル－１，３－チアゾール－２－イル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）アミノ］－
２，３－ジヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｒ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（Ｓ）－（３－クロロフェニル）（ヒ
ドロキシ）メチル］－５－メチル－１，３－チアゾール－２－イル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
またはその薬学的に許容される塩である、項目１に記載の化学成分。
（項目３９）
　［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２，３－ジメチル－５，
６－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－
メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシ
シクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２，３－ジメチル－５，６
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－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｒ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（８Ｓ）－２，３－ジメチル－５，６
－ジヒドロ－８Ｈ－イミダゾ［２，１－ｃ］［１，４］オキサジン－８－イル］－５－メ
チル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシ
クロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－６－クロロ－１，３－ジヒ
ドロ－２－ベンゾチオフェン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピ
リミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート
、
｛（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－［（５－｛［４－（７－クロロ－３，４－ジヒドロイソキ
ノリン－１－イル）－５－メチル－２－チエニル］カルボニル｝ピリミジン－４－イル）
アミノ］－２－ヒドロキシシクロペンチル｝メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ジフルオロメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ジフルオロメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルス
ルファマート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
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ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル（
２Ｓ）－２－アミノプロパノアート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル（
２Ｓ，３Ｓ）－２－アミノ－３－メチルペンタノアート、
（１Ｓ，２Ｒ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒド
ロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－メチル－２－チエニル｝カルボニル）ピリミ
ジン－４－イル］アミノ｝－２－［（スルファモイルオキシ）メチル］シクロペンチル［
４－（ホスホノオキシ）フェニル］アセタート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－８－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－８－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－２－チエニル｝カルボニル）ピリミジン－４－
イル］アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｒ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］（メチル）アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
［（１Ｒ，２Ｓ，４Ｒ）－４－｛［５－（｛４－［（１Ｓ）－７－クロロ－３，４－ジヒ
ドロ－１Ｈ－イソクロメン－１－イル］－５－（ヒドロキシメチル）－２－チエニル｝カ
ルボニル）ピリミジン－４－イル］（メチル）アミノ｝－２－ヒドロキシシクロペンチル
］メチルスルファマート、
またはその薬学的に許容される塩である、項目１に記載の化学成分。
（項目４０）
　項目１～３８のいずれか一項に記載の化学成分と、薬学的に許容される担体とを含む
、医薬組成物。
（項目４１）
　対象においてがんを処置する方法であって、がんを有する対象に、治療有効量の項目
１～３８のいずれか一項に記載の化学成分を投与することを含む、前記方法。
（項目４２）
　がんの処置において使用するための、項目１～３８のいずれか一項に記載の化学成分
。
（項目４３）
　がんを処置するための、項目１～３８のいずれかに記載の化学成分の使用。
（項目４４）
　がんを処置するための医薬品の製造における、項目１～３８のいずれかに記載の化学
成分の使用。
（項目４５）
　項目１～３８のいずれかに記載の化学成分と、薬学的に許容される担体とを含む、が
んの処置を必要とする患者においてがんを処置するための医薬組成物。
（項目４６）
　項目３９に記載の化学成分と、薬学的に許容される担体とを含む、医薬組成物。
（項目４７）
　対象においてがんを処置する方法であって、がんを有する対象に、治療有効量の項目
３９に記載の化学成分を投与することを含む、前記方法。
（項目４８）
　がんの処置において使用するための、項目３９に記載の化学成分。
（項目４９）
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　がんを処置するための、項目３９に記載の化学成分の使用。
（項目５０）
　がんを処置するための医薬品の製造における項目３９に記載の化学成分の使用。
（項目５１）
　項目３９に記載の化学成分と、薬学的に許容される担体とを含む、がんの処置を必要
とする患者においてがんを処置するための医薬組成物。
（項目５２）
【化２９７】
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【化２９８】
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【化２９９】
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【化３００】

 



(121) JP 2017-524734 A5 2019.7.11

【化３０１】
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【化３０２】
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【化３０３】
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【化３０４】

 
である化学成分、またはその薬学的に許容される塩。
 
 
 
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　一部の実施形態では、（ａ）Ｚ２は、１～２のヘテロ原子を有する任意に置換されてい
る５～７員ヘテロシクリルまたは任意に置換されている５～７員脂環族を有する環系であ
って、該１～２のヘテロ原子を有する任意に置換されている５～７員ヘテロシクリルまた
は任意に置換されている５～７員脂環族は、
　　（ｉ）任意に置換されている５員ヘテロアリール、または任意に置換されている６員
アリールもしくはヘテロアリールに縮合して二環式基を形成しているか、または
　　（ｉｉ）任意に置換されている９員ヘテロアリール、または任意に置換されている１
０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して三環式基を形成している、
環系であるか、
または（ｂ）Ｚ２は、Ｌ－Ｒｅであり、Ｌ及びＲｅは本明細書に記載の値を有するか、
または（ｃ）Ｚ２は、水素である。
 
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　一部の実施形態では、（ａ）Ｚ２は、１～２のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシク
リルまたは５～７員脂環族を有する環系であって、該１～２のヘテロ原子を有する５～７
員ヘテロシクリルまたは５～７員脂環族は、
　　（ｉ）５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して
二環式基を形成しているか、または
　　（ｉｉ）９員ヘテロアリール、または１０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合
して三環式基を形成している、
環系であり、
　その環系が、存在するｎ個のＲ２によって任意に置換されており、ｎ及びＲ２が本明細
書に記載の値を有するか、
または
　（ｂ）Ｚ２は、Ｌ－Ｒｅであり、Ｌは、－Ｌ１－、－Ｖ１－Ｌ２－、または－Ｌ１－Ｖ

１－Ｌ２－であり、
　Ｒｅは、
　　（ｉ）水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または1個もしくは複数個のヒド
ロキシル、ハロゲン、もしくはＣ１～４脂肪族で任意に置換されているＣ１～４脂肪族（
ただし、Ｒｆ及びＲｆ’が存在して環を形成している場合、Ｒｅは、水素ではない）、
　　または（ｉｉ）３～７員脂環族または４～７員ヘテロシクリルから選択される環であ
って、該環は、第２の６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂環族、または
４～７員ヘテロシクリルに任意で縮合している、環（Ｒｅ環（複数可）は、存在するｎ個
のＲ２によって任意に置換されており、ｎ及びＲ２は、本明細書に記載の値を有する）
のいずれかであり、
　Ｌ１は、１または２の飽和炭素原子が、（Ｒｆ）（Ｒｆ’）によって任意に置換されて
おり、任意に、１または２の不飽和度が存在するＣ１～３アルキレン鎖であり、
　Ｖ１は、－Ｓ－、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｃ（Ｏ）－、または－Ｎ
（Ｒｇ）－であり、Ｒｇは、本明細書に記載の値を有し、
　Ｌ２は、１個の飽和炭素原子が（Ｒｆ）（Ｒｆ’）によって任意に置換されているＣ０
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～２アルキレン鎖であり、
　Ｒｆ及びＲｆ’は、本明細書に記載の値を有する。
 
 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８１】
　一部の実施形態では、（ａ）Ｚ２は、１～２のヘテロ原子を有する５～７員ヘテロシク
リルまたは５～７員脂環族を有する環系であって、該１～２のヘテロ原子を有する５～７
員ヘテロシクリルまたは５～７員脂環族は、
　　（ｉ）５員ヘテロアリール、または６員アリールもしくはヘテロアリールに縮合して
二環式基を形成しているか、または
　　（ｉｉ）９員ヘテロアリール、または１０員アリールもしくはヘテロアリールに縮合
して三環式基を形成している、
環系であり、
　その環系は、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂
肪族、Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、－
Ｓ－Ｃ１～４脂肪族、－Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒ
ｚ８、－Ｓ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ
ｚ７）２、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）
Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２

－Ｒｚ９、５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または４～６員ヘ
テロシクリルによって任意に置換されており、かつその環系は、１個の飽和炭素において
、オキソ、スピロ環式３～６員炭素環、または４～６員複素環で任意に置換されており、
　存在するＲｚ７のそれぞれは独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８のそれぞれは独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２は、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９は、シアノ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－
Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２であるか、
または
　（ｂ）Ｚ２は、Ｌ－Ｒｅであり、
　　（ｉ）Ｒｅは、水素、ヒドロキシル、ハロゲン、－ＣＦ３、または1個もしくは複数
個のヒドロキシル、ハロゲン、もしくはＣ１～４脂肪族で任意に置換されているＣ１～４

脂肪族であり
（ただし、Ｒｆ及びＲｆ’が存在して環を形成している場合、Ｒｅは、水素ではない）、
　　または（ｉｉ）Ｒｅは、第２の６員アリール、５～６員ヘテロアリール、３～７員脂
環族、または４～７員ヘテロシクリルに任意で縮合している６員アリール、５～６員ヘテ
ロアリール、３～７員脂環族、または４～７員ヘテロシクリルから選択される環であり（
Ｒｅは、独立して存在する１～３のハロゲン、ヒドロキシル、シアノ、Ｃ１～４脂肪族、
Ｃ１～４フルオロ脂肪族、Ｃ１～４アルコキシ、Ｃ１～４フルオロアルコキシ、Ｓ－Ｃ１

～４脂肪族、Ｓ－Ｃ１～４フルオロ脂肪族、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ
（Ｏ）Ｒｚ８、－Ｓ（Ｏ）２Ｒｚ８、－Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、
－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）Ｒ
ｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）ＳＯ２Ｒｚ８、－Ｎ（Ｒｚ７）Ｃ（Ｏ）ＯＲｚ８、Ｔ２－Ｒｚ９、
５～６員ヘテロアリール、６員アリール、３～６員脂環族、または４～６員ヘテロシクリ
ルによって任意に置換されており、１個の飽和炭素において、オキソ、スピロ環式３～６
員炭素環、またはスピロ環式４～６員複素環で任意に置換されている）、
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　存在するＲｚ７のそれぞれは独立して、水素またはＣ１～４アルキルであり、
　存在するＲｚ８のそれぞれは独立して、Ｃ１～４アルキルであり、
　Ｔ２は、Ｃ１～Ｃ２アルキレン鎖であり、
　Ｒｚ９は、シアノ、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒｚ７）２、－ＯＲｚ７、－Ｃ（Ｏ）Ｒｚ８、－
Ｃ（Ｏ）２Ｒｚ７、または－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒｚ７）２である。
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